ク ・ ム ッ ク no.1101 


ター ダ 


= 符 に 解決 ! 寿 を 美 し ぐ 敗 ら し や ず $ き チェ ツ 


人 ーーー の ⑤ 


へ や 
ヽ 


攻 の 悩み を 


お 


NK 
j 
ト 
3 
4 
へ 


ECDEEEEEELEEEEREEEEECEEESYEE SRE RE 


シェ ー ド ネッ ト 人 
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e ロー ボル ト (12V) な の で 、 誰 で も 施工 可能 
e 1 つの トラ ンス で 多数 の ライ ト 使 用 可 
e 取り 替え ・ 追 加 が 簡単 


適度 に 視線 を 遮り 
風 を 通し ます 


。 電源 コン セン ト の な い お 庭 で も 2 

手軽 に ライ ティ ング が 楽し め ま す 。 っ 生生 
も ちろ ん 、 電 気 代 0 円 5 
エバ パー アー ド ワ ッ ド 
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トレ メッ シュ フェ ンス 


。 ス リッ ト 状 に 配置 する とこ と で 、 適 度 な 目 か くし 。 風 を 通す フェ ンス と し て 、 さ ら に は 植物 を 絡め 
効果 と と も に 、 風 を 遮断 し な い フ ェ ン ス と し て て 緑 の カ ー テ ン を つく れ ば 、 植 物 の 蒸散 作用 に 
スマ ー ト な 印象 を 与え て くれ ます より 周囲 の 気温 も 下がり ます 
や マ 月 _ 上 [ ホー = 
や すら ぎの ある 空間 づく り お 客 さ ま サ ービス セン ター 0 120-51-4128 (通話 桂 無料 は ホー ムペ ー ジ で 
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Sip 


搬 つ る 描 ^ 控 つ る 措 ” 層 引 8 事 る SC 吉 っ つ レ 8 列 … 
RA RB 潜る 和 会 り 生 宮 9 る 


YSERA 8 捧 せ 拉 で つと を か ン 拓 る 和 
p 父 基く ぐ 倒 ] 晶 し じゃ" 

し 2 折 Q つ と も と 須 る 葵 中 G 牙 つ 隊 つつ 旨く 
bP OS RAR 紅 層 会 で ひく 悪 中 多 寺 式 < 
へ トト 下 き べ Sh 写 A0 NAODNNV 和 KL 
っ KU っ DS 会 や 5 4 相補 尋 AO で 
N&R eR RE NEC SMP EMR 
UH 

NR 0 トー O46 
8 手 邊 補 り 吉信 トト ベビ St 古 
会 会 会 O62 る 史 描 己 つ NO る 8 会 各 描 恒 二宮 向 る 
uk 
ペー トペ ミー ベン に トト ーー と 
に NN NN つつ RN Mtl 接 と 際 ポ 会 令 宮 畠 
CE EC SE To 忠国 お < 頓 細 8 
に て さ うり 層 寄 し” 守 一 人 邊 へ つい ネー スズ の 48 表層 り 
< や し 地下 近 電 じゃ? 

誤 ら 一 へ で トド ネー スト で に 87 銘 る 7 
SS で 圭 提 物 和 か ビレ 選 雲 県 人 % あ レ ベレ ンジ 作る“ 


の 〇 つど ヒロ レヒ の 


Ne ed Sl 

軸 中 凡 ド ー1 ト へ つい ポー ゴ 爺 球 ・・ 

各 貴 Gt もい > 和 トト トロ ー 下 ト 鐘 呈 山 紹 和 8 トロ と ボート ハ 
唆 っ "や っ 8S 葉 か ミト で ベト INK 一 一 一 
と ー 林 躍 拒 珈 て ペ ー | 誠 


w ぬ て さ 享 GihIiNK レ ロー ネト ト へ KG 間 ロ 一 一 一 - 


磁 装 公 飛 謙二 ト トー ケト へ 人 
ドーi ト ヘミ ー ゴ ルレ 骸 選 め 人 心 ら JOG 生 咽 玖 ・ 
ポー トペ ミー さ に 譜 幅 回 S 協 由 愉 
NM 思 記 つ 記 いき 委 和 人 ト き 圭一 ー ト ハミ ー さ ロー トド ホー マー 
ポー トペ ハミ ー さ ゃ ふる ゃ で 載 
DO IN We 
ポー トト ハミ ー さ レセ ワー と 捉 馬 リー 
ポ ボート ハミ ー さ レト か ーー ぐー と ポー トペ へ 間 冊 葵 ーー ーー 


65 64 62 60 


42 41 40 38 36 34 34 


PWR Ye ドーi ト ミー 上 直 全 生 トマ トト 0 
ドー トミ ー ベ し 熊 橋 丈人 で 公 本 1) つ ポン SNe 映 計り い ドー ベー マ 
載っ 享 HG 下 っ 環 観 一 

トー KK て や 。 纏 !m つ 和 を っ 更 ロ へ N ポ ー ゴ ・ 
PT ドー スー oO A 。 
ここ ーー とせ ロー 避 つ 人 SNOIhINK ボ ーー 人 トロ いい ド ー ベ ーー つ 6 ーー ーー お に 5 
所 っ 0 香 2GN 必 マーズ 和 一條 ロト ドー マコ ーー ・ et ee き 
下 拒 胡 C 貞 人 ® 載 ロー トド ポーゴ ーーーーーー ーー 革 So 
志 で セン も" 記 押 販 貴志 幸 つ っ 載 ロート ホー さ o  。 癌 民 G ヘ ロー そし 素 WO 底 製 IO トド K ーー すき 

・ ーー か セト KK tt ご トド トー ぎ 
ポー 人 トト へ ハ ご トド ポー 和裕 吉 G ロ ヘーーーーーーーー 8 < 

・ 。 拒 抑 の っ つ を セン te で ト て トト っ 
系 っ K マ ー ド に 錠 人 トト 委 KK マー ド に 束 環 計 購 下 ビー | 
ーー トド ポー ゴゴ ドレ 押 邊 民夫 上 虹 。 衣 紀 NW ざ ふ ず 89 名 記 怠 一 
へ トド ポー ス し レー ミート マー 倒 若 つく SQ 環 ロ さ - ロー へ ハト トト ハ ベ K6 提 選 つ トド ポーズ ・ 
EN 公 人 S る で Op や 心 や うい ぐ こり へ や や 交 爺 際 sy N 風 固 舞 夫 GK て へ ハハ る # 描 リー トド ー ベ ささ 
mー ロ KAGHSK 上 トニ ト ふ 癌 攻 G 模 ロコ トト ドー ペー @ ローX ヘ トト ハ へ KG 昌 さ トド ー マ の 
ー ト へ か そそ トト mw 水 っ 2 記載 ハン ママ 6 。 的 則 S 中 応 へ 8 語 配 く 下 日 へ 迄 一 ⑯ 
上 苗 K く どー ド Km セレ 0 せ 幸 ロー トド ポー ら 。 的 陽 ロ ー ペ ハト ト へ KG 介さ トド ポー マ 5 
其 弁 感 へ ヘー と た ポート へ ハロー トド ポー の も 

・ ロー* へ トト へ KS 協 選 pe トト Ti トト Ws 
地 e 如 っ K マ 一 KW 民 球 定 攻 性 MR Yi トト SQ 


※ 本 誌 は 、 既 刊 の 『 エ クス テリ ア & ガ ー デ ン ] 
No.22 ~ No.32 に 掲載 し た 施工 実例 の 中 で 人 気 の 高 
か っ た ガー デン リフ ォ ー ム 実例 に 新規 内 容 を 加え て 
再編 集 し た も の で す 。 


※ 本 誌 掲載 の 施工 実例 の 施工 期間 ・ 費 用 な どの デー 
タ は 、 各 施工 会 社 と 施主 の 方 々 の ご 許可 ・ ご 好意 に 
より 掲載 し て お り 、 あ くま で も 目安 で す 。 実際 に エ 
クス テリ ア の 工事 を 依頼 され る 方 は 、P.94 ~ 95 の 
[施工 会 社 一 覧 ] を ご 覧 の 上 、 直 接 各 施工 会 社 に ご 
連絡 くだ さい 。 また 、 ブティック 社 は 、 施 工 に つい 
て の 責任 は 一 切 負 いま せん 。 
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美しく 暮らし や すい 庭 を 実現 ! 
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本 実現 し た べ ベスト ガー デン リフ ォ ー ム 実例 を ご 紹介 し ます 。 レイ アウ ト テ 松本 真由 美 (P.4 ~ 19) 


NERRENGCORESGNRRRNGRNRE 和 HHR 


不 \ 0 
ば 


ES 2 
a ⑯ リフ ォ ー ム 前 は ウッ ド デ ッ キ が か な 
| の スズ ン ム 設 が ム ン 9 
Ulanner < aomment ゴ 手 ペ ガ そ を 置 が 3 腐 し レル K り 傷 ん で いる 状況 で 、 導 然 と し Ph 
練 ル " 問 | を れつ "か ` り ま | 殿 Before : 
習 フ が ス 敷 以 く そら 準 か し ふ ょ ふ 「 
場 が か を き 外 り の な りり けた と 
も 趣 か 増 詰 の ま 上 い 替 の “ウゥ 
つ 味 ら やめ 部 し に タ え ぇ ウ クウ 
く の を な し 信 た 新 和 4 な ッ ド 
り ご い 雑 も "し ル ど ド の 
ass ts A 
5% か つ が ン い ッ 
浦崎 正勝 <4 た の に 的 生 テ | の ン キ を 
お 手入れ が ラク に な る よう に お 庭 を 全面 "Re 仕 お え イ の テテ を リ 
リフ ォ ー ム させ て いた だ きま し た が 、 ポ め 上 手 に 1 ダ ※ ラナ 選 ブフ 
イィ ント と な る 部 分 に は 植 坊 スペ ー ス を つ に げ 人 く ク ルス シリ オ 
くり 、 自 然 も 感じ られ る 場所 に し まし た 。 パパ まれ い レ ] を ス は ] 


の @ 花壇 な ど を 設け 植 教 スペ ー ス を 確保 。 お 手入れ 
が ラク に な る お 庭 で す が 、 自 然 も 感じ られ る よう に 。 


@ 新しい リビン グ 空 間 の 誕生 で す 。 
⑯ 上 か ら 見 た お 庭 の 全景 。 リフ ォ ー ム 前 の お 庭 よ り ス ッ キ 
リ し て 、 明 る い お 庭 に な り ま し た 。 手前 は パタ ー 練 習 場 で す 。 


1 | | i 


[全社 ひま わり ライ 3 


作成 = (株 ) ひま わり ライ フ 


兵庫 県 K 邸 
施工 面積 = 約 20 坪 
施工 期間 = 約 20 日 


費用 の 目安 = 約 300 万 円 
設計 ・ 施 工 = (株 ) ひま わり ライ フ 西 神戸 店 (P.94 参照 ) 
プラ ン ナ ー= 浦 崎 正勝 さん 


| 
ト 
購 
に 
> 


ゆけ へ 人 ペー くく 


垢 電 信 球 弄 ぐ 革 避 赴 0 品 賞 " 中 % く ぐ ) 
落 枚 87 
つこ S AG 座 め 朱 つ 品 公 @ 下 全 る 宣 ぐ 
RNS 冷 和 口 会 直 ペ eR 人 の トー 
へ を 移 必 iA0 つ し 242 ょ eS ゆり 家 絆 ew 
6 的 粘り 直 必 で ま ぐ 舞 叩 G 更 知 吉 圭 定 外 
の 
@⑥) OO 和 Ese ホ ヘー ンー 層 ぐ 約 は つる 2? 
2 ぐり コウ つの? 

リウ TR ズン いか トト 
ヘー 必中 か KX ホール NANA IA へ 
っ つ 46 つ 4J5 

直志 ぐ 和 的 周り 短 固 8 細 民 つ 2 つ 多 へ 人 へ 泥 
UA て a ト 必 KS 議員 つつ だ 「 て & 
Pp 舞っ の 日 尿 科 農 ぐ つじ 槍 S め 0 お / ル 
由 色 そい ふさ や ト ふ や ハー ロ “ 生 で て ふ や ふ で ミレ トト SS や ヘー て 6 つの 87 
ふさ SS ウ ペ へ へ 人 K ト ユー か 
民喜 お 思ふ そ さき SH 会 凍 ツ $e 8S 
ウ ^ ふ ー ト (ロロ ソ や ) 的 明 選 定 おり ^ 亜紀 
雪 肖 り め 宙 骨 つ つづ つ 7 

水 作 公 で ぐ 下 回 つう つり 起 め で 6 條 
生 で へ か ポー さき ( 押 罰 和 直ぐ 交 k 六 ) 訴 詳 明 
つつ 2 民 嘩 己 約 哲 旭 説く か へ Xm 
J 起 提 電 異 邊 全 各 re 還 列 秩 
忠生 "時 つ ね る 2208 づつ で 令 多 明和 かり っ) 令 
He 

層 史 再 哲 会 …⑦ 貴 きい ピピ 衣 束 P 夫 U 
eMW NRRL FR SY KN IN 
マー8 四 題 つ れつ で の 


う 34 ン 0 


宇 拓 2" 援 1 京 避 肝 KGS シ 66 マン 慰 


A 


個 篤 所 \ot 愉 ら 証 埋 ( 舞 款 9 くき K 層 


SQ 和 ES 人 ト 75 Sp 


華 
語 
上 


ー ト 風 テ ラス に 。 


ツン 


リ 


後 は 大 人 が くつ ろ げ る アジ アン 


⑧ リフォーム 


の ② つい ドー マミ 坪 せ 的 寺 
周回 むさ G 振 WGs 下 > ツン 皿 号 つい 所 9 リブ J) つつ 


の ⑦ こい ド ポー ス 刻 " 揚 捧 や p 握 | 応唱 坦 wSkeG 
し ゃ マッ" 要 に 個人 二 % で の ロ 男 坦 " 悪 尼 
Wes i せ 韻 全 Q 定 中 キレ か へ 


2 > ” ノ 
6 IN ミー つつ ーー 
Fi も は | 前 


せく て 民 S209 反 堀 避 セ 之 小 ボ トト 間 坦 裕 


リフ ォ ー ム 前 の お 庭 。 


%» 


HHR 

/ 
/ 
/ 


配慮 。 


トー 


ター プ を 取り 付け て 暑 さ 対策 ( 


美しく 暮らし や すい 庭 を 実現 ! 


ぐ 閑 際 る QGmm 醒 つつ し < 
け 把 催 衣 民 し く INNK 和 の で 環 得 東明 4m で や Ne し 田 弄 個 史 


リフ ォ ー ム 


ー デ ン 


や ゃ 


8 Comment 


iti 


Dlanner 


玉 や G 的 NG 


I ト 中 て, 


李 
さ 
の 
到 
[の 
で 
0 
3 
兵 
出 
3C 


ーー 
いこ 


ご 夫婦 と も ! 


R 


な れ ば と 


間 に 


帰り 、 ホ ッ と 一 息 つ ける 空 


Ma 


家 【 


の SG に だ 


や す 


で 心 
さだ UIC 


テラ ス 


を 
だ 
トー] 


思い 、 照 明 を 配置 。 


R 寺 
EL 


た だ 


し て い 


EE 


\ い ドー ミミ m 容 申 っ つっ" 尼 悪 
TS 


し 


Ni 回 ひつ へ 人 トー くく 


国 玩 写 ぐ 午 慌 毅 0 有 懇 ” 十 忌 0 も 病 
憶 う 計る 丸 祭 。 限 突 ペ 奈 玩 壮 上 G 呈 憧 


ぶ " MN 


会 容 き 挟 刀 っ つね °° ペペ) 虎 客 8" 


こい ゃ 


や 7 ロー 人 KK と ふぐ 応 抽 称 ? 


po LY 


< ぐ ) 皿 聞 きき へ 生 と 1 鈴 潜 父 京 計 会 つ レ 
NNO WR 
ミーK 生 一 へ 8 に トト am 直 9 
RC EAN 
EA LY 

因 弄 GS 1 昌 下 付表 舌 天 で ぐし” 冬 
尋 会 や NN タマ 品 会 会 き やぶ 8 所 
SR EH RL NO N° 

Re 人 欄 呈 か ぐ ビ トー ベー 
私 へ ぐ ト て よさ し 所 1 つり 拉 忌 ・ 間 ベ 
<・ 人 mn で 條 KANHAK ARH 
@ 中 公 珍 で レン i@ 想 NeY0 や ハー さっ ) る 0 くる 和 8 細 諸 揚 昌 つつ 


ロワ 上 区 柱 っ レブ 葉 涯 引か そそ 会 二 ” RV PR 2 Pe 
トト ロー トト 8 潤 謙 立直 号 条 紀 お 幼 握 
湯 G 農 職 医 つま で へ さ 宮 学 さ へ 公 辻 表 医 
つり ^ へ ホエー へ も 人 S 避 人 ぐっ の 会 
る る 時 困 居 物 垢 手 つつ 
お 中 公 叶 シン 伏 人 公 うつ 妃 来 記し 
人 hA 和 を KK マーKaJ で ウス お 六 選 握 SNK 
く とく ー ベ し せ 環 携 3 畠 規 誠 電 つ ^ 中 守 3 
移っ ) 雪 下り 潜 つ 人 S KG 5 必 半 くく ー 人 ト 誠 湯 
^e446 つつ 4 9 
栄 地 並 G ぬ で で の つね KK マーK の つゆ 7 
8 人) 終 帯 SKK マーK つ つり っ の [ K べ 人 
Ao9 写 -Q 生 可 つ 人 Sx9 誠 証人 8 選 つ 9 
8 棚 李 せ 会 で も の EE 会 で も 
送っ つ 人 NR に トト トト で へ 
導き 是 窒 中 要 J 生 人 あ や り 揚 款 8 部 訟 っ の 
SR HR 2 4 


w 


mm 
0 


や さ し く 迎え て くれ る か わい い フ ロン ト ガ ー 


ーー 
そつ 


アイ テム が 随所 に 盛り 込ま れ 、 植 物 と と も 【 


ン 


美しく 暮らし や すい 庭 を 実現 ! 


ベス ト ガ ー デ ン リ フォ ー ム 


上 フロ ント ガー デン に は アベ リア 、 ギ ボウ シ 、 メ ギ 、 オ オデ マリ 、 ラ ベン ダー が 植わっ て いま す 。 昼 の 表情 ( 右 ) と 夜 の 表情 ( 左 )。 
夜 に ライ ト ア ッ プ に よる 効果 で や わら か く 映 し 出さ れ た 植 栽 の 陰影 は 、 塗 り 壁 の 上 で 風 の 動き に 合わ せ て 幻想 的 な 風景 を 演出 。 
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客 時 に は 少し 腰 を お ろ し て 休め る よう な 空間 へ と 変身 。 トラ スト が 生ま れ 、 家 族 が や すら ける 空間 を 演出 。 
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前 面 に リサ イク ルレ ン ガ の 花壇 を つく る 


人 リフォ ー ム 前 ( 右 ) と リフ ォ ー ム 後 ( 左 ) 。 メー 「 。 水道 の 止 水 コ ッ ク や メー ター 和 器 を 確保 する こと が 重要 で す 。 上 の 写真 の 水 栓 ボッ 
ター 和装 の 点検 の た め に 、 見 や すく し まし た 。 、 クス か ら 、 壁 水 欄 に つく りか えま す 。 そ し て 、 排 水 マ ス を 花壇 の 中 に 確保 し ます 。 


ば いよ う と ね ぐさ は いす い 


@ その 上 に 草花 の 培養 土 を 入 の 植物 の 根 腐 れ を 防ぐ た め に 、 下部 に ココ ナッ の 排水 マス を 上 に 伸ばし て 、 点 検 可能 に し ます 。 
れ 、 肥 料 と 防虫 剤 を 入れ ます 。 ツヤ シン の チッ プ 材 を 10cm ぐら い 敷 きま す 。 


一 番 下 の 目地 を と ころ どこ ろ 開 け 
て 水 が 流 れる よう に 工夫 し ます 。 


③ 最後 に 季節 の 植物 を 植え て 、 花 壇 の で き あ が り で す 。 
写真 の 植物 は シン ロタ エギ ク 、 ビ オラ 、 ク リス マス ロー 
ズ 、 が 当 パ バ 。 キン キ ギョッ ゆみ 、 ネ メタ アア 、 アリ 9 の 3 本 か と ど と 。 


まん ね ん べ い 


④ © リフ ォ ー ム 前 は 万 年 堀 の 手前 に 鉢植 え を 置い て いま し た が (上 )、 リ 
フォ ー ム 後 は 横 貼り の ウッ ド フ ェ ン ス で 目隠し ( 右 )。 花 壇 の 中 の 植物 は ツ 
ル バ ラ バレ リー ナ ' 、 イ ベリ ス 、 壁 掛け プラ ンタ ー の 植物 は ツル キキ ョ ウ 。 
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壁 を つく っ て さま ざま な 機能 を も た せる 


i RE NM i oi 
立 "る こと に より と の 導電 上 。 壁 5 の 
ト (すき 問 ) の 名 を つく り まし た 。 その 手前 も 人 を 取り 付け て 、 修 物 ど を 
A は SR 
NR 
I NE RE Ant 
植え を 置け ば 、 ツ ル を か ら ま せる (これ を 謗 引 と も いい ます ) NE o 
壁 の 目地 (継ぎ 目 ) を 閉め る こと に より 、 沙 ち つ き 感 を 強調 し て いま す 。 


使わ な く な っ た 駐車 場 を き 美しい 庭 に リフ ォ ー ム 。 


| | " 8 
e 汁 時 篤 呈 詩人 けさ V9 和え , ん 日 / 洗 咽 。 宮 胎 泊 


壁 の 表裏 を 
じょう ず に 利用 する 


正面 の 壁 の 表側 は か わい い オ ブ ジ ェ な ど で 飾 
り 、 裏 側 は 便利 な 収納 庫 に し まし た 。 タマ ネギ 、 
ジャ ガイ モ 、 ゴ ボウ な どの 野 葉 を 収納 で きる 
ほか 、 ゴ ミ 箱 や 水 の タ ンク な ども 置け ます 。 


\ し 
ーー 


@ 壁 の 表側 は か わい 
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ー デ ン リ フォ ー ム 成功 の コ > 


ガー デン リフ ォ ー ム を 成功 する コツ は 、「 ガ ー デ ン リ フォ ー ム の 目的 を ハッ キリ する 」 こと で す 。 美しい 庭 、 楽 し め る 庭 、 
パン デザ ジス の 難 間 が が が まい ぶ 必 も 下 許 に 求め な る る や の は 3 太っ う て それ それ 和 異なり ます まだ 、 ji プイ ビスタ イル の 
変化 に よっ て も 、 お 庭 に 求め ある も の は 変わ っ て きま す 。 ガ ー デ ン リ フォ ー ム の 目的 が ハッ キリ すれ ば 、 そ れ を 実現 する た 
が は 過ち し た だ たら 届い か が 決 き 6 きま うす 。 指導 = 小澤 明 ( 庭 樹 園 社長 、E&G アカ デミ ー 東 京 校 講師 ) 、 レ イア ウト ニテ 松本 真由 美 (P.20 ~ 21) 


@ 古く な っ て 使え な く な つた 構造 物 を 取り 替え る 


腐食 し た ウッ ド デ ッ キ や 壊れ た テラ 
ス な ど は 、 す ぐ リ フォ ー ム する 必要 
が あり ます 。 そ の まま に し て お く と 、 
思わ ぬ ケ ガ を し た り 、 不 便 が 生じ た 
り し て 、 お 庭 で の 生活 が 快適 で な く 
な り ま す 。 十 く な っ て 使え な く な っ 
た 構造 物 は 、 よ り 良 い 素材 で リフ ォ ー 
まし よう 。 


の © 古く な っ た ウッ ド デ ッ キ を メ と デア ナ ン スプ フ リキ の デ ッ キ に リフ ォ ー ム し た 例 。 リ 
フォ ー ム 前 は ウッ ド デ ッ キ や 竹垣 の 腐食 が 著しく 危険 な た め 、 お 庭 に 出る こと も で きま 
せん で し た が ( 左 ) 、 リ フォ ー ム 後 は 、 毎 日 の よう に 外 で お 茶 を 飲む の が 楽し み に ( 右 )。 


@ 使い に くい スペ ー ズ を 有効 利用 する 


玄関 前 の 狭い スペ ー ス や 何 も な い 庭 、 | Before 
隣家 と の 境界 の 狭い 通路 な どの デッド EE a 

スペ ー ス (使え な い ス ペー ス ) は 、 ガ ー 
デン リフ ォ ー ム で 快適 な 空間 に 変え る こ 
と が で きま す 。 植物 で 飾っ た り 、 ウ ッ ド 
デッキ や ガー デン ルー ム を つく れ ば 、 ア 
ウト ドア リビン グ と し て も 活躍 し ます 。 


< の © 玄関 前 の 比較 的 狭い スペ ー ス ( 左 ) を 自然 石 ・ 木材 ・ 砂利 な どの 自然 素材 と 植物 と 
組み 合わ せ て 、 お 客 様 を や さ し く 出 迎 える フロ ン トカ ガー デン (前 庭 ) (オキ オー ター 市 2 


dg 使い 勝手 が 良く 暮らし や すい 庭 に する 


使い 勝手 の 悪い 構造 物 や 不便 な 生活 動 線 は ス  @ 暮 らし や すさ を 追求 し た 庭 の 問 。 4  、 兵 555 
トレ ス の も と で す 。 お 廃 や 門 ま わり は 毎日 使う 例 。 リ フォ ー ム 前 は 水はけ が 悪く 、 N 


: s+ AH) テコ ュー 既存 の アル ミ 製 の 味気 な い フ ェ 
2 ウー EO ンス が 露出 し て いま し た が ( 左 )、 
うほ 9 り フォ オーズ バー まじ よ Do ドイ タビ 駐 輪 ス ペー リフ ォ ー ム 後 は アイ ア ン ウ ッ ド で 
ス な ども 見 落と きれ が ち で す が 、 ア イデ アレ し デッキ を つく り 、 駐 輸 場 の 屋根 も 


ウッ ド で て 全体 の 
だ いで 使い や すい も の に 生ま れ 変 わり ます 。 EE 2 1 


し で 住 下げ ま し た ( 右 )。 


@ メン デ ナ ン スズ ス の 手間 が か か ら な い 庭 に する 


メン テ ナ ン ス フリ ー の ⑧ タイ ル 貼 り の アプ ロー チ 。 
7 アゴ ウッド の デキ 8 メシ デ ナ シ レス ラリ ーー で す 。 
⑯ 家 の 外 まわ り を 美しく する 


Before 


© @ 美しく リフ ォ ー ム し た 玄関 まわ り 。 リ フォ ー ム 前 は 門 か ら 玄 関 が 直 接見 えて し まう 立地 
で し た が ( 右 )、 リ フォ ー ム 後 は 、 出 島 の よう に デザ イン し て 玄関 が 直接 見 えな いよ うに ( 左 )。 


©® ③ お 子 様 の お 
砂場 (上 )。 ウッド 
デッキ は お 子 様 の 
格好 の 遊び 場 ( 左 )。 


④ 大 人 の た め の ナ イト ガー デン 。 
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お 庭 は ある 程度 の メン テ ナ ン ス が 必要 で す が 、 
年 齢 が 高く な っ て くる と 、 メ ン テ ナ ンス の 作業 
が 苦痛 に な っ て きま す 。 お 庭 の 悩み で も っ と も 
多い 雑草 対策 と し て は 、 石 ・ タ イル ・ 舗 装 材 な 
ど を 敷い て 土 の 面積 を 少な くす る と よい で し ょ 
う ) タマ 方 ガン アリ ー (ヌン テオ フス の 手間 
が か か ら な い ) に する た め に は 、 テ ラス な ら タ 
昭 修 寺 似 夫 委 還 ッ 人 F な ウイ ビシ ウニ ルト (人 

よう に 硬い 木材 ) 、 を 庭 は 人 工 芝 の 庭 に する 
hk 
垣 も 採光 や 視界 を 悪く し ます 。 樹 木 や 生垣 は 、 


て き き ぎ せん て い 


適 官 秀 定 す る こと で す 。 


家 の 外 ま わり ( 外 構 ) や お 庭 を 美しく する と 、 
お 庭 で すご す 時 間 が 楽し く な り 、 お 客 様 を さわ 
ゃ や か に 迎え る こと が で き 、 道 行く 人 の 目 を も 楽 
し ませ 、 街 の 美観 に も 役立ち ます 。 美 し い 志 や 
フェ ンス で 囲う の も よい で す が 、 植 物 を 効果 的 
< 使え ば 、 四 季 の 変化 が 楽し め る よう に な り ま 
す 。 夜 に ライ ト ア ッ プ すれ ば 、 防 犯 に も 役立ち 、 
すてき な ナイ ト ガ ー デ ン が 楽し め ま す 。 


⑯ ライ フス ダイ ル の 変化 に よっ て 庭 を 改造 する 


ライ フス タイ ル の 変化 に よっ て 、 お 庭 の 用 途 も 
変わ り ま す 。 ま だ お 子 様 が 小さ いう ち は 、 お 庭 
に お 砂場 を つく っ た り 、 ウ ッ ド デッキ が お 子 様 
の 人 遊び場 に な り ま す が 、 お 子 様 が 生長 し た ら 、 
ご 夫婦 の 悪 い の 場 と し て お 庭 を 利用 する こと が 
多く な り ま 。 ま た 、 時 る 運転 し し な く な れ ば 、 
不要 に な っ た 駐車 場 を お 庭 と し て 活用 する こと 
も あ を 放 れ ま は :。 


狂い スペ ー ス や デッド スペ ー ス を 快適 な 空間 に ! 


に 使わ れ て いな い 空 間 一 デッド スペ ー ス 一 - も 、 ち ょ っ と 工夫 を すれ ば 、 す 
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変わ り ま す 。 ま た 、 玄 関脇 や 隣地 境界 の 狭い スペ ー ス も 、 ウ ッ ド 
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Ulannere comment 


お の で ら し げ こ 


小野 寺 滋 子 さん 


施工 後 は 、T さ ん や ご 友人 と 「 ど ん な お 花 を 次 に 植え よう か 」 

と 盛り 上 が っ て いる と の お 話 を 聞き まし た 。 広 すぎ て 管理 に 

手間 取っ て いた お 庭 が 、 大 人 数 で も 広々 使え る 憩い の スペ ー 
生ま MS わる る と ど が で さき て ま か ち つら だ で す 
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だ os 0 
て すご し て いた だ けれ ば 幸い で す 。 
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いい 


リフ ォ ー ム 後 は スッ キリ と ( 右 )。 
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で さす させ 員 亜流 
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Before 


® リ オ ー ム 前 の 状態 。 


Rg ES まく 97es 


らん ば 
③ 自然 石 乱 貼り の テラ 
ス か ら カ ー デ ン ル ー ム 
へ と 続い て いき ます 。 


狭い スペ ー ス や デッド 
スペ ー ス を 快適 な 空間 に ! 


※ 使 用 素材 

ガー デン ルー ム ・ 人 人 工 木 材 デ ッ キ ・ フ ァ ニ 
チャ ー 類 = LIXIL (TOEX) [自然 浴 家 族 ジ ー 
マ 1.5 間 8 尺 ア イボ リー ホワ イト + ババ ロッ 
ク デ チー ク 」「 樹 の 木 皿 」:「 ミ ッ ド テリ ア し ウー 
の デー タル レーナ Pa アラ ラク 60 引 | 


③ ご 家族 が 笑顔 で すご せる 大 切な 
空間 が で きま し た 。 休日 は 草花 を 愛 
で な が ら 、 ブ ラン チ を 楽し む ス ペー 
ス に 。 お 友達 を 呼ん で くつ ろ け る カ 
メ エ スズ ペース に も な っ で いま す 。 
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④ リフ ォ ー ム 後 は 雑木 の お 
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⑳ 民喜 せき へ ボ 多 ロー と ト て で ト NSNHA ハ 
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NU ト ハハ 思 の 


圭 掴 率 選 軍 つ や 醒 宮 % ぬ ぐ 王 己 加 赴 
貫 ( く の で 盲人 めで コ 誠 中 へ 6G や | 憶 
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ぐ 人 司 K マ ーK 補 暗く を なろ の 5 
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所 所 8 会 SN 的 Rm 
KM 会 お 9 69 本 拓 
肝 & Ne 宮中 選 か eR a 天 ふり 更 穴 
MW 届 民 つつ 健司 K マ ーK 避 Ss 
ペー ポー ンー ( 面 叫 避 欠 白 貴 ) の 中 
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悦 り 富 つ お 狐 癒 回 倒 工 ン きる ぐし ^ 
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聞 直 還 つ RNAIARARA HM ANNKN 社 
EUR 革 VE 
で 還付 ぐ 代 間 的 送 抽 し ゅ okG。 4 の 5 つつ 
っ 加 愉 寂し 回 堂 人 0 記 ビス 6 

トロ ー よ を 介 握 G 上 IG ( 昌 ぐ 天 攻 り 
46seE) つり 所 甘 つ 8 選定 お 刷 代 G 
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赴 記 人 の 愉 生 会 G 釣 和 有 で し 淫 で ソレ 


Oo 弄 細 時 衛 じ くし 尋 り きる 
へき Sk ト 生 でき 9 慰 個 時 邊 と 琴 京 
nh Kー 記 近 の 9 和 負 で トト ロー 中 の 
中 RS RNN 


で 


寺 ま 4 で や 宮上 前 S 音 昌 つ 放つ 8? 
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〈 リフ ォ ー ム 前 の 駐車 スペ ー ス 。 
較 〈⑦ リ フォー ム 後 は 便利 な カー ポー ト 
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Y 半 ママ マー て ずく ビ 半 


福岡 県 Y 邸 

施工 面積 三 約 0 坪 

施工 期間 = 約 20 日 

費用 の 目安 = 約 50 万 円 (デザ イン ウォ ー ル の み ) 
設計 ・ 施 工 ニ グラ ンド 工房 久留 米 店 (P.95 参照) 


な か お ら と も か ず 


プラ ン ナ ー= 中 村 朝一 さん 


※ 9 し 4 = a 
に 2 LIXIL(TOEX)「Zima (ジー マ )」 @ リフ ォ ー ム 後 の お 庭 全 景 。 横 に 長い お 庭 は 、 ガ ー 
洋 古 = ポジ シリ ー ワ ウツ 「 カ ワラ イン プロ バンス 」 デン ルー ん み と 計 年 ツー ジ で メリ ハル リル を の ササ て いま す 。 


Siyle 
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' ング 取 ん 人 ク 工 を ザ に の Y お 気 け に 
Ulanners comment に シリ り で れ 仕 房 ウ ご イ ` な ミ さそ 悩 に た 全 Y 
仕 ョ ヨ フ 込 い "上 ご ォ 提 ン 目 が ん こみ な いう さき 
上 ン ォ みた ガザ げ オ 1 楽 ウ 隠 め に で で つっ "た ん 
が 雑 1 まだ | 一 リル し ォ し を ヽ し て で とめ は 
り 貨 人 ム し け デ を ジ に ま | の 楽 み 雑 た ゆ も に 一 
まる まそ る すま ミュ 7 
な か むら と も か ず < ル ル た 全能 こ 、 や 3 ラ 
中 村 朝一 s4 た 性 う 1 て の 当 "次 を で の 植 り 隣 デス 
の Y こ ム メー 社 柱 若 いて 物 で か ン を 
Y さん の 個性 ・ 好 み に 合っ た 「 楽 し め る お 廃 ] に し よう と 、 ガ ー デ ン ル ー 席 ざ * 窟 マタ ア ね た ル が きら ル も 
ム 前 の 目隠し は 、 オ ブ ジ ェ と し て な が め て 、 ま た ディ スプ レイ と し て い ん 明 夜 セ | グ の 備 だ ] > な の ] っ 
活用 で きる よう に 考え まし た 。Y さ ん が 集め られ て いる 雑貨 も 見 な が ら 、 ガ の か も | トラ の える < く 好 い 視 ム と 

ガー デン ルー ム で 楽し い 思 い 出 づく り を し て いた だ きた いと 思い ます 。 泊 ジジ * > プア > カカ し \ 

Y さん 、 楽 し みな が ら つ くら せ て いた だ き 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 上 と | トド 礎 上 5 回 1 
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まつ な が FE 

松永 哲郎 zz 
今回 は 「 緑 いっ ぱい の お 庭 」 を テー マ に 
デザ イン し まし た 。 す べ て を 私 た ち で つ 
くり こむ の で は な く 、 植 物 の 好き な 奥様 
に 、 ず っ と 楽し ん で ガー デニ ング を し て 
いた だ ける 、 四 季 を 感じ られ る 空間 に 仁 
に 7 の 7 KA ま の 27308 


me ーー ツーーーー 


ン ル ー ム = LIXIL 「 暖 蘭 


\ 
上 


0w パ rW パ ペー スパ 得 


人 


ム か ら の な が め 。 ら 見 

ラ い に を よ 用 

ル っ 樹 取 お うし Y 

ガ ば 木 り 庭 に て さき 

1 いと 付 へ し いん 

ゲ に グ け の だ た の ょ @ 
し レラ 動い スニ チ 樹 

ヘン 植 線 ペペ 愛 う 森 
こと 四 ド 物 と と | 辿 ル や 

生 奉 カ が し の ぇ は な 貞 

宏 楽 1 きか ガニ 庭 駐 げ を 

ゎ レ っ な 1 」 と 車 そい 
り め 『% 奥 デ デ と し レ し 場 ぶ かい 
ま る 草 $ 様 ン で て と け で 
し ナー の ル 使 し まき 

た ナチ ナ で た I え て と だ 
S ユ 緑 め ム る 使 * け 


Before 


④ 縦 格子 の 柚 や 角柱 な どの 立ち 上 が り も の を 配置 し 
の ドラ セナ と アジ ア : て 、 全 体 の バラ ンス に 配慮 。 鉢植 え は 南国 を 思わ せる 
③ 2 階 か ら 見 た 状態 。 ドラ セナ 、 下 草 は セト クレ アセ ア 、 ヒ ュー ケラ な ど 。 


と も 縦 s 産 材 行 と ② ト し め ① 
り の 本 SC の も . き OO の 汗 を か ARO ii Dlanners comment 
ま を 子 面 も 琉 % れ さこ 音 な に : さ 生生 
配 の 的 球 ま る ん 対 か が ん オオ GC EEE 
こ 置 樽 に を 石 S と が で 策 3 
し や な 刀 灰 * い プレ を れ た そこ 
て 角 り び 震 4 う ラ た 考 る 坪 s* 雪 | | 
性 5 が 了 な 沖 イ え 商 庭 # ッ 計 「 | 
全 あみ CE ほ に いい へ 施工 面積 = 約 3# ト か は し 。 あき と も 
の の と きこ ト し と 沖 て 高橋 章 友 s4 
> rt. EE > = い 2 縄 だ 施工 期間 = 約 5 日 
バ 立 る だ で 。 ぃ 糧 . 人 NR プラ イベ ー ト で も よく 沖縄 旅行 を さ 
ラフ ち = こ わ も 。 風 っ た 0 i れる と うか が っ て いた の で 、 で きる | 
ン 上 ょ けり よ リ さい た ま 展 示 場 店 (P.94 参照 か ぎり 沖縄 に こだわ り ま し た 。 1 階 | 
9 の 、 ヽ ツ 9 た か は し あき と も か ら 見 て も 2 階 か ら 見 て も 〇 ⑧ な 空 
' 2 が 四 素 NN a プランナー 高橋 量 友 さん 間 に な っ た と 思い ます 。 


31 


えな い ス ペー ス を 有効 利用 する アイ デ テ 


玄関 脇 や 隣地 境界 の 狭い スペ ー ス な ど 、 ど ん な 狭い と ころ で も 、 ア イデ ア と 工夫 し だ いで 、 す て き な お 庭 に リフ ォ ー ム で 
きま す 。 ウ ッ ド デッキ や ガー デン ルー ム を 活用 すれ ば 、 土 の まま の お 庭 も すてき な アウ トド アリ ビン グ に 生ま れ 変 わり ま 
す 。 ベ ラン ダ や 屋上 、 駐 車場 の 上 な ども 、 リ フォ ー ム すれ ば 快適 な 空間 に 。 お 庭 の リフ ォ ー ム の 可能 性 は 無限 に 広がり ます 。 


ウッ ド デ ッ キ と は 、 ウ ッ ド (木材 ) 
で つく っ た 人 台 の こと で 、 通 常 、 建 物 
か ら お 庭 に 張り 出す 形 で つく られ ま 
すっ に の ば の ね お 大 で ⑤ や ウツ ビ マク 
前 人 竹 ウ ッ ンド ジッ キダ つく 1 る だ の 
カン トド アリ ドン ング に 。 家 族 団 
筐 の 場 に 、 お 子 様 や ペッ ト の 遊び 場 
© で 移 二 i に 久 ペ ーー に と いろ いう 
な 用 途 に 利用 で きま す 。 


ガー デン ルー ム は サン ルー ム と も よ 
ば れ 、 に お と kak ウッ ド 

デッキ より も アッ ト ホ ー ム な 雰囲気 
で す 。 通常 、 建 物 か ら お 庭 に 張り 出 
す 形 で つく られ \ リロ ング 前 に カー 
デン ルー ム を つく る と 、 軸 間 
お 部 屋 が 増え た 感じ が し ます 。 カ 
は 
さわ や か 、 冬 は 陽 だ まり で 暖か い リ 
2 に し に の ニー ナル は よし ん スィ 
ル 貼 り の テラ ス や ウッ ド デ ッ キ の 上 
に 施工 じ ま す 。 


指導 小澤 明 ( 庭 樹 園 社長 、E&G アカ デミ ー 東 京 校 講師 )、 レ イア ウト ニテ 松本 真由 美 (P.32 ~ 33) 


⑳⑩ 庭 に ウッ ド デ ッ キ を つく る 


し は に わ お 3 きる 
® © リフ ォ ー ム 前 は 芝 庭 で お 手入れ が 大 変 で 、 ブ ロッ ク 堀 の 高 さ が 足り な いた め 、 洗 濯 物 な 
ど が 丸見え で し た が ( 左 )、 リ フォ ー ム 後 は 、 芝 庭 を 全面 アイ アン ウッ ド の デッキ に ( 右 )。 
アイ アン ウッ ド = 三 業 「 タ イネ ン ア イア ン ウ ッ ド 」 


@ 起 に ガー デン ルー ム を つく る 


の © リフ ォ ー ム 前 は 土 の ま ま の お 庭 で し た が ( 左 )、 リ フォ ー ム 後 は 、 
ガー デン ルー ム で 快適 な 空間 に ( 右 ) 。 ガー デン ルー ム = LIXIL (TOEX) 「 ジ ー マ 」 


@⑥ ガレ ー ジ の 上 に ウッ ド デ ッ キ を つく る 


意外 に 見 落と され が ちな ガレ ー ジ の 
上 の スペ ー ス 。 ウ ッ ド デッキ を つく 
れ ば 、 も う ひ と つの お 部 屋 と し て 千 
用 で き 、 車 を 雨水 の 汚れ か ら 守 る こ 
と に も な り ま す 。 建物 建築 前 か ら プ 
ラン する の が ベス ト で す が 、 後 か ら 
リフ ォ ー ム で つく る こと も で きま す 。 
た だ し 、 構 造 き 物 な の で 、 基礎 は し っ 
か りつ くり 、 耐 久 性 の ある 素材 を 使 
うこ で 必 お すす の じ ま す 。 


の の リフ ォ ー ム 前 は 青空 ガレ ー ジ で し た が ( 左 )、 リ フォ ー ム 後 は 、 快 適 で 便利 な 青空 リ ビ 
ング に ( 右 ) 。 車 の 汚れ に よる スト レス も 解消 。 上 り 下 り は 左手 の 階段 か ら 。 
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© デ 
Afer 


ッ ド スペ ー ス を 有効 利用 する 


庭 の 面積 
三 約 1.5 坪 


J に | し 作 04 ③ リフ ォ ー ム 前 は 幅 1.2m ぐら い の 狭 い 通 
RE | | NII 路 で 、 ほ と ん ど デ ッ ド スペ ー ス で し た が ( 右 )、 
| 上 | | | リフォーム 後 は 美しい 花壇 に ( 左 )。 い っ た ん 
レン ガ を 全部 敷き 、 あ と で 抜く の が コツ で す 。 


る リフ ォ ー ム 前 は 雑草 だ ら け の 通路 で し た 
が ( 右 )、 リ フォ ー ム 後 は 真 公 タ 土 褒 装 材 で スッ 
キリ と ( 諾 )。 さら に レン ガ で 緑 ど り 、 の 
本科 を ワキ ン に が ら 素 尼 で 。 


る リフ ォ ー ム 前 は 幅 1.2m ぐら い の 狭 い お 
、 庭 で 、 コ ンク リー ト の 濡 線 が ある だ け で し た 
| が ( 右 )、 リ フォ ー ム 後 は アイ アン ウッ ド の 
デッキ と ベン チ 兼 収納 庫 を 設置 ( 左 )。 ふ と 
ん を 十 す 手すり まで アイ アン ウッ ド で つく り 
まま DS 


| 


MM 


NN 


§ 


③ リフ ォ ー ム 前 は 、 エ アコ ン 室 外 機 が 道路 寄 
り に あっ た た め 、 自 転 車 を 入れ よう と する と ハ 
ンド ル が つか えて 中 に 入れ られ ず 、 大 変 不便 で 
し た が ( 右 ) 、 リ フォ ー ム 後 は 快適 な 自転 車 置 
場 に ( 左 )。 室 外 機 を 奥 の 庭 側 へ 移動 し 、 歩 き 
や すい よう に 、 御 影 石 の ピン コロ 舗装 に し まし 
た 。 自転車 や 人 が ラク ラク 出入 り で きま す 。 
の 設計 ・ 施 工 に よる も の で す 。 


※ P.32 ~ 33 の 施工 実例 は 、 す べ て ( 有 ) 庭 樹 園 (P.94 参照 ) の 
33 


玄関 脇 や 建物 と フェ ンス の 間 の 狭い 
スペ ー ス は 、 ど この お 宅 で も デッド 
スペ ー ス (使え な い ス ペー ス ) に な 
り が ち で す 。 狭い の で 雑草 の 手入れ 
も で きず 、 管 理 も 大 変 で す 。 レンガ ・ 
石 ・ 舗 装 材 な ど で リ フォ ー ム し て 、 
有効 利用 し まし ょ う 。 


よく 見 か ける 隣地 境界 の 狭い 通路 も 、 
デッド スペ ー ス に な り が ち で す 。 雑 
草 が 生え て も 、 狭く て 手 人 人 れ が いき 
AR 入 = お < 和央 
材 な ど で 仕上 げ る と 、 スト ンジ テ - サ マ 
の 必要 も な く 、 美 観 も 保 て ま す 。 


どん な に 狭い お 廃 で も 、 ウ ッ ド デ ッ 
キ を 施工 する こと に より 、 有 効 な ス 
ペー ス に 生ま れ 変 わり ます 。 狭い か 
ら と いっ て あき ら め ず に 、 リ フォ ー 
ム : ま まる と いで や よう 。 


隣家 と の 境界 通路 の 幅 は 建築 基 進 法 で 
60cm 以上 と 決め られ て いま す が 、 
アコ ン 室 外 機 な どの 障害 物 が ある と 、 
人 や お 自転 車 が 通り に くく な り ま す 。 
建築 時 か ら 注 意 し て いれ ば ベス ト で す 
が 、 住 ん で か ら は じ め て 不便 な こと に 
気づく こと が 多い も の で す 。 室外 機 な 
ど は 移動 し 、 舗 装 材 で 歩き や すく する 
A LE 
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| 苦 つ ^ 下っ つと を か ンー トト 
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em HO NL Mt ママ SN 
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迷 埋 下さ 0 8 信 3) 持 6 
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ガー デン ルー ム は 系 二 の リピ ビング 。 家族 の 憩い の 場 で あり 、 読書 や ティ ー タ イム を 楽し ん で も よし 、 ペ ッ ト と 遊ん で も 
よし と 、 多 目的 に 使え ます が 、 夏 場 は 非常 に 暑く な り ま す 。 快適 な ガー デン ルー ム に する た め に は 、 日 よ け 対 策 が ポイ 


ンド IE な - 寺 サ j。 指導 = 小澤 明 ( 庭 樹 園 社長 、 E&G ア 


⑩ 樹木 で 木陰 を つく る 


④ 夜 の ライ ト ア ッ プ で 樹木 の 
影 が 映り 幻想 的 な 雰囲気 に 。 


③ ガー デン ルー ム の まわ り に 高低 
差 の ある 樹木 を 植 栽 。 樹 木 は 、 サ 
本 欠 0 ん ルン し UM 5 


ング で 夏 の 日 ざ し を や わら げ ける 


の ⑦ オー ニン グ を あけ る と 、 あ ⑳ オー ニン グ を し め る と 、 
た た か い 日 ざし が 入り ます 。 暑い 日 ざし が や わら ぎ ま す 。 
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カ デ ミ ー 東 京 校 講師 )、 レ イア ウト 松本 真由 美 (P.43) 


ガー デン ルー ム を た だ 設置 し た だ け で は 、 夏 
場 は 非常 に 暑く 、 快 適 で は あり ませ ん 。 ま ま 
わり に 樹木 を 植え て 、 木陰 を つく る と よい で 
し ょ う 。 植 える 樹木 は 、 常緑 樹 で も 落葉 樹 で 
も お 好み の も の で か まい ませ ん 。 常 緑 樹 な ら 、 
夏 は 日 よ は け に な り 、 一 年 中 緑 が 楽 し め ま す 。 
落葉 樹 な ら 、 夏 は 日 よ は け に な り 、 冬 は 葉 が 落 
ち て あたたか い 日 ざし を 入れ る こと が で きま 
す 。 ガ ー デ ン ル ー ム の まわ り に 樹木 を 植え て 、 
旨 宮 双 商 軸 細 委 樹木 の 影 が 映っ て 
幻想 的 な 雰囲気 に な り 、 尽 と は 別 の 表情 の お 
庭 が 楽し め ま す 。 


* ン ルー ム を つく る 場合 、 メ ー カ ー 品 の 

4 ルー ム が よく 使わ れ ま す が 、 オー エキ 
ッ ン be 電 得 肝 ) JKctrtcksk い 
で と ポア ショ ラー で 麗 ひ 件 の な で と 丘 な びす ます も 
オー ニン グ を あけ る と あたたか い 日 ざし が 和信 
り Dr 牙 了 エ ニ ング を た を しめ る と 著 慌 さき し を や 
わら げ る こと が で きま す 。 通常 、 オ ー ニ ング 
は ガー デン ルー ム の 内 側 に 取り 付け ます が 、 
最近 は ガー デン ルー ム の 外側 に つけ る オー ニ 
ング も 出 て いま す 。 そ の 方 が 日 ざし 効果 が 高 
く な り ま 才 。 


THT 
3 


オー ニン グ … 可 動 式 の 日 よ け 。 手動 式 と 電動 式 
が ある 。 日 さ ざ し の 強い 窓 や ウッ ド デ ッ キ に 面 し 
こ 窓 の 上 に 取り 付け られ る 。 ヨ ー ロ ッ パ で は 日 
常 的 に 使用 され て お り 、 屋外 生活 を る 大 切な 
装置 と な っ て いる 。 取り 付け る 建物 外壁 の 補強 
が 必要 に な る 場合 が ある の で 注意 が 必要 。 


使い 勝手 の 良い 庭 に 変身 ! 


し ょ くさ い 


住ん を で みて は じ め て わか る こと 。 それ は 暮らし や すさ や 使い 勝手 の 良さ で す 。 茂 りす ぎ た 植 栽 や 雑草 な どの メン テ ナ ン ス 
の 手間 、 動 線 の 悪さ き は スト レス の も と で す 。 そ ん な 時 は 、 思 いき っ て リフ ォ ー ム し て 、 暮 らし や すい お 庭 を 実現 し まし ょ う 。 
レイ アウ ト = テ 梁川 綾香 (P.44 ~ 49) 


Style 
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@ リ フォ ー ム 後 は 、 樹 木 の 緑 が よく 映え 、 ま わり か ら も 注目 され る お 庭 に 。 リ ビン グ 
前 に ウッ ド デ ッ キ 、 芝 生 の お 庭 に は 自然 石 の テラ ス を つく り 、 ご 家族 が 矯 え る よう に 。 


り ま の つ 家 生 が の まり い ま 物 し で で 
まわ り に < 族 の リポ 角 % 重 し カ ま リ り リ し の た 奥 し `T 
し り フ し り が お ビ イ 柱 $ 厚 た ン し フ た 雰 の 様 た 外さ さ 
た か ォ ま 乾 上 庭 シ ン と 感 フ た オォ “" 開 で の ?“ 構 3 ん 
ら ] し 立 ? え に グ ト 奥 の ェ エ の | 気 。 あ を の 
も ム た だ た 水 る は 前 で 様 ぁ あ シン で ム に ご こ リ ご 
注 後 栓 % よ 自 に すご る ス 前 合 希 が ニ 依 
目 は も う 然 ウ 布 シ で 樹 は う 望 れ ュ 頼 

お の で ら し げ こ 人 ン y の ツ う ぅ ア ア 
小野 寺 滋 子 s4 る ガ 園 t テ デ ア 1 キ 取 が に こ メ ル 汰 
「 今 まで 、 和 を イメ ー ジ する 樹木 で 囲 れれ て お お の 製 路 2 ラッ ヌメ リ り 和夫 ぅ た リ し 地 
庭 が 薄 暗 か っ た り 、 イ メー ジ し て いる お 庭 と は 庭 緑 の は ス キ リー] と 除 蒼 3 え カ だ の 
か な り ち が っ て いた た め 、 お 庭 に 出 て な に か し に ぶ お 自 を を カ リ き と ラ し ン い 朱 
よう と 思え な か っ た ] と いう 話 を 聞き 、 ぜ ひ T 生 ト し 然 つ 設 リン だ グ "本 i , ーー 
さん の イメ ー ジ 通り に 、 明 る く て 楽し ん で いた ま < ゃ 石 く 軟 フ の ォ 邊 い を か エ どの だ 

こけ る よう に し た いと 思い まし た 。 リ フォ ー ム \ へ + ヽ 

完了 後 は 、 奥 様 が 一 生 懸命 草花 の 手入れ を され 6 喘 i ) し 対 内 “ 2 で 
て いる 姿 を 見 て 、「 よ か っ た | と 思い まし た 。 る SA 称 こ も 
わ 人 へ も で ご 芝 スニ LX て し 建 で と な 
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RACH oii re aio rag で そい eV 


®O® リ フォ ー ム 前 の お 庭 。 樹 木 
が 鬱蒼 と 生い茂っ て いま し た 。 


っ 3 


④ 園 路 は 自然 石 平板 、 立 水 栓 も レン ガ 製 に リフ ォ ー ム 。 


ーーーーー…ーーーーーー 


③④ 外 ま わり の リフ ォ ー ム 前 ( 右 ) と リフ ォ ー 
ム 後 ( 左 )。 重厚 感 の ある シン メト リー の 角柱 と 
奥様 ご 希望 の アメ リカ ン フ ェ ン ス が ポイ ント 。 
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@@ 外 まわ り の リフ ォ ー ム 前 ( 右 ) と リフ ォ ー 
ム 後 ( 左 ) 。 鬱蒼 と 生い茂っ て いた 樹木 を 取り 除き 、 
自 ゆ アメ リル カン ラ フェン ス で スッ キリ と 。 


Before 
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ま 迫 り ン の て ` い ラリ イス の グ 明 巳 た 1] う を ま 通 
し 感 壁 ス 沙 視 い コ ス ま ス を び し る は ほ は “ ム な 幼 し り 
た も に は り 線 ま ] は し 2 確 の まい ど に 廃 い た に 
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eS 風 窓 ` 隠 > 分 様 けっ こ 一 か て い が り 細 
ご 相談 を いた だ いた 時 は 、 まだ お 通 を 角 レ ド の が 。 る と を ら の 一道 か 長 
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良 て 間 と 2 と を ル デ き マ 線 ん う 飛 視 生 
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(リフォーム 前 。 リ ビン グ の 前 に 
フェ ンス が あっ た た め 直 接 お 庭 に 出 
られ ず 、 植 栽 は 雑然 と し て いま し た 。 


emm 


リビン グ か ら ウ ッ ド デッキ を 
' の ぞ ん で 。 高 さ が ある た め 、 道 
た 植 栽 を 整理 し 、 床 面 に 平板 を 敷い て ロー メン テ ナ ン ス の お 庭 に 。 路 か ら の 視線 も 気 に な り ま せん 。 


mu 


施工 面積 = 約 10 坪 
施工 期間 = 約 10 日 

費用 の 目安 = 約 100 万 円 
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@ 目 隠し の ウッ ド フ ェ ン ス ウッド デッキ の 下 は 収納 庫 。 地 面 か ら リ ビン グ ま で か な り 
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加療 ) し ち " 
EAN へ いい ペース 問 23 ロー ペペ の か へ 
和泊 KS 虹 々 を 生 る 人 8 麗 避 侍 選 6 つ お 5 


et に 


r い の DO 
トッ ング ググ //// 


ー メ ン テ ナ ンス の 使い や すい お 


ム 後 は 口 


リフ ォ ー 
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を つく る 時 に 、 一 番 大 事 な の は 、「 暮 らし や すさ 」 
デザ イン 机 で すぐ れ で いで て 美 く て も 、 

日 常 の 使い 勝手 が 悪く 、 暮 らし に くく て は 、 ス トレ ス 
* た まっ て し まい ます 。 こ こ で は 、 暮 らし や すい お 庭 


を つく る 7 つの ポイ ント を ご 紹介 し ます 。 
アウ トニ 松本 真由 美 (P.50 51) 


の ④⑳ コン クリ ー ト の な だ ら か な スロ ー プ に し て 、 歩 きやすい アプ ロー チ に 。 


人 は 必ず 年 を と り ま す 。 た っ た 3 段 の 階段 の 上 が り 下 が 
り が 苦痛 に な る 時 が くる の で す 。 そ の た め に 、 可 能 で あ 
ば スロ ビジ 斜面 設け る と よい で ロビ よ う 』 


ee en iD ee eo を ee ono io ohmaiee eee ee mooaBeee gae elfei este ee 000 ie ie まる Vo 9 る hh0 Eo ea 2 m 0 0100 の net oe ea る 衝 ら の pa Wa、9 べら NO も bf:0im9 30199 9 束 9 OPW: あご 8 6 


リビン グル ー ム の 前 面 は 
Wr A i A lr cd =: 


お や さこ ん は この 


扉 


テー 
こ ーーーーーー mmmーーーー 


@ リビン グ の 前 面 に 横 張 り の ウッ ド フ ェ ン ス を 設置 し 、 目 隠し し て いま す 。 の ポピュラー な アル ミ 製 の 親子 門扉 。 軽く て 扱い や すい の が 特徴 。 門 柱 


の レン ガ の 色 に 合わ せ て 茶色 に 。 親子 門扉 な の で 、 出 入り が ラク で す 。 


りょう びら も ん ぴ 


時 芋 に 見 える 両開き の 門扉 も 、 日 常 生活 で は 片側 し か 開 


ま . ぐ ち 


け な い も の で す 。 た だ し 、60cm の 間口 で は 、 両 手 に 買い 
物 袋 を 持っ て いた り 、 子 ども の 手 を 引い て いた り 、 あ る 
い は 自転 車 の 通行 に は 狭 す ぎ ま す 。 片側 80cm が 標準 の 


お や こ も ん び 


親子 門扉 が ベタ ー で す 。 


リビン グル ー ム が 道路 側 に 面 し た お 宅 で は 、 プラ イバシー 
を 確保 する の が むず か し いも の で す 。 高 さ 18m の 堀 や 
ショッ ス で リリ ビジ レ タル ユニ の 提出 し 訟 を 隊 し きま ょ 
う 。 道路 境界 線 か ら 3m 以上 の 奥行 き が 確保 で きる な ら 、 
ぜひ そう すべ き で す 。 


EE 
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③ 駐車 場 の 奥 に 

セン サー 式 照 明 

を 設置 し た 例 。 

狭く 奥行 き の と れ な い 有 駐車 スペ ー ス で の 車 の 出し 入れ に 
は 気 を 使い ます 。 それ が 夜 な ら な お さら で す 。 車 の 人 庫 
を 察知 し て 光る セン サー 式 照明 を 取り 付け まし ょ う 。 


@ 駐車 場 の 入口 に 引戸 を 


UL 


ll 
I 


@ 駐車 場 の 入口 に は 引戸 を 設置 し た 例 。 レ ー ル が つ 
いて いる の で 開閉 が ラク 。 目隠し 効果 も あり ます 。 


1 リビン ング ルー へ の 脇 に 駐車 場 が あれ ば 、 高い 堀 に 
沿っ て 引戸 を 設置 で きま す 。 上 跳ね 上 げ 式 で す と 敷地 内 に 
柱 が 立ち ます か ら ら 、10m の デッド スペ ー ス が 生ま れ 、 路 
腹 式 は 耐久 性 に 間 題 が あり ます 。 電動 式 の 引戸 な ら 雨 の 


日 で も 安 : は です 。 


④② アイ アン ウッ ド の デッキ な ら メ ン テ ナ ンス フリ ー。 

デッキ の 上 に オー ニン グ を つけ る と さら に 快適 。 

リビン グル ー ム や 和室 の 前 に は 、 ワッ ドア ブッ キ を つけ だ な いや 
の で す 。 し か し 、 通 常 の 木材 で は 数 年 ご と ( に 防腐 剤 を 塗布 
し な けれ ば な り ま せん し 、 防 腐 剤 は 人 体 に も 有害 で す 。 防 
腐 剤 を 必要 と せ ず メン テ ナ ン ス も 不要 な アイ アン ウッ ド ( 鉄 
の よう に 人 硬い 木材 が お すす めで す 。 ま た 、 デ ッ キ の 上 に 
電動 式 の オー ニン グ (日 よ け ) を つけ れ ば 、 秒 い 日 に は 日 よ 
け に 。 洗濯 物 を 干し て いて 突然 雨 が 降っ て き て も 安心 で す 。 
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の ライ ト ア ッ プ され た アプ ロー チ と お 庭 。 ほ と ん ど が 低 電圧 ラ 
イト の た め 、 数 多く 設置 し て も 電気 代 が 節約 で き 、 多 く の タ イプ 
が 異な る ライ ト に よっ て 夜 は また ちがっ た 景色 を 楽し め ま す 。 


長い アプ ロー チ や 階段 、 ス ロー プ を 暗闇 の 中 で 歩く こと 
は 不安 な も の で す 。 ア プロ ー チ の 足元 や 階段 に は 、 う る 

さく な い 程 度 の 照 明 を 設置 する と 、 歩 き や す く な り ま す 。 
気 に な る 電気 代 も 、 最 近 注目 の LED (発光 ダイ オー ド ) 
ライ ト を 使用 すれ ば 、 比 較 的 安価 で 済み ます 。 


雑 早 と り の お 悩み 解決 ! 


ロー メン テ ナ ン 和 ス の 寿 に リフ ォ ー ム 


お 庭 の 悩み で も っ と も 多い と いわ れる の が 雑草 と り 。 特 に 年 齢 が 高く な っ て くる と 、 雑 草 と り の 作業 が 苦痛 に な っ て きま す 。 


いけ が き 
また 、 茂 りす ぎ た 樹 木 や 生垣 も 、 採 光 や 視界 を 悪く し ます 。 個 隊 2 1 ル ・ 舗 装 材 な ど を 敷い て 土 の 面積 を 少な くし 、 メ ン テ 
オンス の 譲 間 を 少 SK する と 寸 0 人 20 信 不 や 生 垢 ほ 、 適 宜 纏 定 す る こと を ' ぐ 趣 。 レイ アウ トー 松本 真由 美 (P.52 ~ 57) 


Style 


で マ ご て で パ ざ の 般 詳 時 


④ リフ ォ ー ム 後 。 全 面 舗装 で ロー メン テ ナ ン ス の お 庭 に 。 デー 
i * ま ン し そめ 視 寄 味 融 % に 順 い さ L 
Plannerg comment eI く 9 ト た の 地点 せ を 分 な 感 角 そ で ん 夏 
きま フ と “か 高 5 下 、 鉢 ほ 持 さる じ 装 こし と * 場 プ 
ま と ォ な お わ 不 < が ガ と を た せよ ら 仕 で た い ご の 
し ま | つ 部 り を レ し 置 せ す て う れ 上 `“" う :」 林 中 
た だ たり ム て 屋 に 値 | て きま に げ レ ガ , 草 
' 後 いか 球 % え ジ い ご し そ デ な と ン 1 マズ に ] 
ス は ま ら 体 i の ま ょ た の ザ お し ガ デン ズ 頭 
タ いす 見 の こ 上 す ] “ 交 イ か や ゃ や ンプ を 
ィ 全 "た オ と に "』 中 差 ン シ つ お ぉ お 知 。 リナ 悩ま 
リ 体 時 ブ が 位 ル 心 す “お 庭 形 t フン ま 
ッ の 。 に ジ で て 置 ポポ に る 直し を 石 \ ス さき 
ロー メン テ ナ ン ス の 庭 を 希望 され る 方 は 結構 ン 人 色 良 エ き し イ 高 ラ 線 ゃ 今 を ] の れ 
いら っ し ゃ いま す 。 そん な 時 は 、 ひ た すら ウ ュ 合 い を な て ン さ イ と れ 以 使 ム 庭 て 
~ー ン と 悩み ます 。 で 、 熟 考 の 末 で きた の が こ い 0 還 
の 現場 で す 。 そ れ だ け に 思い が 深い 作品 で す な い 配っ い ト の ン 曲 な 上 っ の に い 
CN ; お が ク し る へ = あぁ に 線 宅 に た ご し た 
庭 う セ まま た 注 る 意 を 間 広 全 依 た M 
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既存 物 に も 化粧 を 施し 、 ま と まっ た 仕上 が り に 。 


ー ム 前 の お 庭 。 


⑧ まっ すぐ 伸び る ライ ン アクセ ント と な る 球体 の オブ ジェ 。 
が 奥行 き を 感じ させ ます 。 


④ 舗装 の 中 に 植 栽 の グリ ー ン が 映え ます 。 
③ 直線 と 曲線 の 融合 。 


i i 


wwwーーーーーー si 


尿 時 所 日 大和 つ 訪 加 艇 ? か 回 
3 で へ <8 製 SH 克 く ぐり 半 辿 し 
つ お ? 
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給 舞 3 つる 0 誠司 各 舞 事 つ 


で っ っ $ 


敵 A)NHAK も や 迄 本 ンー こつ 
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窟 嘱 レ 


RS SI 上 皿 設 
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條 ぶ 折 8 亜 貴人 ぶ SP を と 
で 会 うそ ペー 編 選 是 半生 


PGW2N 


ビレ 中 型 徹 守 汰 ” 反共 さり 和 ち 終 記 


PS 


会 PN へ と 4° HH へ NKRK 窟 
四半 8 トホホ き KN 
し ゃ ? 

8 羽 3/ 加 父 に の 人 写 宮 四 ぐ 訪 
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^ ぐ 


っ 36 トト NKBT 人 NE に っ 
I 件 年 四 区 um 
余 様 補選 ゴ や 6 つぶ 3 

に ドバンド ー ト こる と まく すこ 
トー トミ 司会 る ev 


OS9 誠 軍司 つ 8? 


) 


照 


95 参 


は 
也 
還 
人 


施工 面積 = 約 20 坪 

施工 期間 = 約 15 日 

費用 の 目安 = 約 630 万 円 
項 


し ば に わ 


⑧ リフ ォ ー ム 前 は 芝 庭 。 


④② リフ ォ ー ム 前 は 樹木 が 鬱蒼 と し て いま し た 。 
③ リフ ォ ー ム 後 は 外観 も か わい らし く 。 


シン ボル ツリ ー は シマ トネリコ の 株 立ち 。 


雑草 と り の お 悩み 解決 ! 


HE EM ie 


み ゆ き 


新 田 美由 紀 さん 


生垣 を 撤去 する こと に より 、 る その 厚 
み の 分 が 広がっ た の で 、 以 前 より お 
庭 が 広く な り ま し た 。 夜 も マリ ン ラ 
イト の 明か り で ナイ ト ガ ー デ ン が 楽 
し め ま す 。 


が 5 2 ie 1 9 


④ 下草 は フッ キソ ウ 


Wi 


i ’ @ 目隠し フェ ンス の 下 は 、 隣 家 の ワ ン ⑳⑧ 黒 の タイ ル と 平行 に 芝 
作成 = (株 ) ひま わり ライ フ ちゃ ん が 見 える よう に あけ て いま す 。 生 の ライ ン を 和信 れ ま し た 。 


| 兵庫 県 K 氏 
施工 面積 = 約 18 坪 


施工 期間 = 約 30 日 


費用 の 目安 = 約 60 万 円 
設計 ・ 施 工 = (株 ) ひま わり ライ 
西 神戸 店 (P.g4 参照 ) 


すぎ の えい いち 


| プランナー ニ = 杉野 英 一 さ ん 


※ 使 用 素材 

スリ ツ トウ ジャ ンス ライ ド = ダ タカ ショー | エー 
UI 1 6500 Wh ライ hl'「 マ U 2 7 
ト 」 門扉 = LIXIL TOEX) 「 ア ウタ ー ス ライ ド 門 扉 ] 


し ょ くさ いと う 


yes EN 
@ 玄関 条 の 明か り が 門扉 や スリ ッ ト フ ェ ン ス ⑭ 夜 に な る と 、 植 栽 灯 や アプ ロー チ 灯 


i の すき 間 か ら も れ て 、 幻 想 的 な お 庭 に 大 変身 ! が お 庭 を きれ い に 夜 化粧 し て くれ ます 。 

ん 庭 まき タク タイ 黒 ば 芝 ナ 生 フ 取 庭 な の し に ン で な は に 
2 の リ す を | ン と の メ 生 ン を ォ ー り を が 夕 建 た 工 を す ぁ mf 上 こ お 
匹 中 フ " 感 ル を タン の ス 苦 ] 番 入 広 る イ 物 “ 事 気 が (どら 廃 

け び ム る ス お れ ル ナ べ 面前 ポ ま 見 うく 観 ご 私 と な た リ 

ま ヽ 後 べ 己 ま と ン 上 ょ は イ た せ に に 使 ご が 思 感 K フ 

わ 元 は 1 市 た 行 で を し し ぉ ト 拠り 当 わ を い 提 れ に ん 1 

4 っ 気 、 ス 中 た 行 さ を た た お は 視 り 揚 れ に ん 1 
8 9 6 よ | 、 3 こ と で 
208006 症 語 キン 村 う ヤ タク 生 話 く セ メ 体 生 大 せ 許 日 だ た た る 来 ご 
較 夜 の ライ デジタ ま me* 良 ちら が て で ミン の さす て ン に 出 を と きす プ そ の 店 相 
ゃ お いし で ララ バ ヘ れ ステ ダリ も お つ 黒 まぐ ラフ うか 時 


ytyle 
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味 笠 導 。 キ 上 でき ピ 区 は 富 記 三 遍 


ry 
yrri 
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O 


・ 束 (r 洒 佑 ご 部 還 rrrr 度 大 
XYHN デ くく ざ 8 誤 し 1 


④ リフ ォ ー ム 前 は 見 切り も な く 、 お 
庭 すべ て で 芝生 が 繁茂 し て いま し た 。 


に 
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短 詩 一 ツン NLS ざ 堂 李 三宮 固 
or で 和合 マ ツテ タ 革 芝山 貴 


@ リフォ ー ム 後 は 、 自然 - 平 板 ・ ・ 舗 装 材 で スッ キリ と 。 


| し 
グ で 
ロ 繁 
| 茂 
上 
で て 
区 い 
切 る 
る 芝 
こ 生 
と を 
で ゝ 
- 目 
お 然 
庭石 
の の 


へ 


雑草 と り の お 悩み 解決 ! 


ロー メン テ ナ ン ス の 
庭 に リフ ォ ー ム 
すす 
2? ま ! で その 既 既 西 
切 * し デア ここ 存 存 側 
りな と で この の 道 
た ー 4 。 テテ 芝 と 路 
仕 を プレ ラ 麻 : か 
切 テラ だ ス を ら 
り 1 イ に 管 の 
ー て で 木 理 ノ 
も > | 陰 し フ 
な 。 プ ト が ゃ イ 
く 2 が の 
お ン | し く 
庭 = メ い “ 確 
す ン 才 。 保 
RZ 


中 帳 甚 


人 リフ ォ ー ム 前 の お 庭 。 既 存 の タイ ル テ 
dg ti 
③ リフ ォ ー ム 後 は 、 自 然 石 の アプ ロー チ で 
区 切る こと で 。, tt タイ 
ル テ ラ ス の 横 に は ア NIRE 


| @ リフ ォ ー ム 前 の 外観 。 西 側 道路 か ら の プ 
ライ バシ ー が 確保 され て いま せん で し た 。 


、③ る リフォ ー ム 後 は 、 メ ン テ ナ ンス フリ ー 
の アイ アン ウッ ド の 目隠し フェ ンス で 、 
a 確保 も バッ チリ 。 ん 
の 足元 は コ ニ フ ァ ー (針葉樹 ) で 彩っ て 。 


| 埼玉 県 T 邸 
施工 面積 = 約 10 坪 
施工 期間 = 約 5 日 


設計 ・ 施 工 ニ スペース ガー デニ ング (株 ) 
さい た ま 展 示 場 店 
(P.94 参照 ) 


た か は し あき と も る 


| プラ ン ナ ー= 高 橋 章 友 さん 


『 
ャ Manners comment 
本 
角 ? 
地 ち 
に 
建 
つつ 
ユエ で 
地 た か は し あき と も 
T 高橋 章 胡 さん 
きき 既存 の テラ ス で ゆっ くり と すご し て いた だ け 
る よう に と 、 芝 生 の 見 切り 兼 ア プロ ー チ に 工 
の 夫 を 凝ら し まし た 。 雑木 の 木 険 が で きた こと 
ご で 、 照 り 返 し も 軽減 で きた と 思い ます 。 


美しい お 庭 を 維持 する た め に は ある 程度 の メン テ ナ ン ス が 必要 で す が 、 年 齢 が 高く な っ て くる と 、 メ ン テ ナ ンス の 作業 が 
苦痛 に な っ て きま す 。 お 庭 の 悩み で も っ と も 多い の が 雑草 と り 。 対 策 は 、 土 の 面積 を 少な くす る こと で す 。 メンテナ ンス 
フリ ー (メン テ ナ ン ス の 手間 が か か ら な い ) に する た め に は 、 テ ラス な ら タ イル 貼り 、 ウ ッ ド デッキ な ら ア イア ン ウ ッ ド ( 鉄 


し ば に わ ね じん こう し ば 


の よう に 便 い 木材 )、 芝 庭 は 人 工 受 の 庭 に する の が お すす めで す 。 
指導 小澤 明 ( 許 樹 園 社長 、E&G アカ デミ ー 東 京 校 講師 )、 レ イア ウト 松本 真由 美 (P.58 ~ 59) 


土 の 部 分 の 面積 を 少な くす る 


土 が 露出 し て いる お 庭 は 、 必 ず 雑 草 が 生え て きま 
す 。 ほ ん の 少し の 土 で も 、 雑 草 は 育ち ます 。 雑草 
が 生 を な いよ うに する に は 、 土 の 部 分 の 面積 を 少 
な くす る こと が 一 番 で す 。 コ ンク リー ト で 固め る 
こと も で きま す が 、 床 面 に 自然 石 ・ レ ン ガ ・ タ イ 
ル ・ 舗 装 材 な ど を 敷 け ば 、 見 栄え も 良く な り ま す 。 
植 栽 スペ ー ス を 確保 し て お け ば 、 十 分 ガー デニ ン 
グ が 楽し め ま す 。 た だ し 、 砂利 を 敷く だ け で は 、 ぐ ⑳ ⑤ リフ ォ ー ム 前 は 、 梓 物 が 
風 に 飛ば され た り 落 茎 の 掃除 が し に く か っ た り し 語 き ませ ん で し た が (を)、 リ 


て 、! ロ ー ド ン オ ナンス に は な りほ せん 。 フォ ー ム 後 は 、 平 板 と 舗装 材 で 
来客 用 の 駐車 スペ ー ス に ( 右 )。 


床 面 を 舗装 する 素材 の バリ エー ショ ン 


洗い 出し 仕上 げ (写真 左側 ) レン ガ (写真 手前 ) 真砂 土 舗装 材 (写真 手前 ) 自然 石 


訪 宅 じん ご うし ば 


@ 之 寿 を 人 工 妥 の 庭 に 変え る 


人 気 の 芝 庭 も 、|「 雑 草 と り で 庭 の 管理 が 大 変 」 と 
いう 方 が 増え て いま す 。 人工 芝 を 敷き こむ と 、 見 
た 目 に も 美しく 、 管 理 も ラク で 、 経 費 も それ ほど 
か か り ま せん 。 人 工 芝 は 皆 か ら あ り ま す が 、 近 年 
非常 に 良い 人 工 芝 が 開発 され まし た 。 人工 芝 の 下 
に 防 草 シ ー ト を 敷き こむ こと に より 、 雑 草 の 心配 
が な く な り 、 お 庭 $ い っ そう 美しく な り ま す 。 


④② © リフ ォ ー ム 前 は 芝 庭 で 、 
雑草 と り が 大 変 で し た が ( 左 )、 
リフ ォ ー ム 後 は 、 人 工 芝 を 敷き 
に お を 区 まお サメ シン ササ オッ シス 
フリ ー の 美しい お 庭 に 変身 ( 右 )。 
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⑥ タイ ル 貼 り の デラ ス で メン デ ナ ン ズ ノ リー に 


ロゴ メス レデ ナン ズ の デジ ス を つく り た め の 方 
に は 、 タ イル 貼り が お すす めで す 。 タ イル 
購 選 な て. ほぼ メン テンス スリ モー 要 に 懲 
れ や ホコ リ を 水 で 洗い 流す だ け で 十分 で す 。 


@ ③ リフ ォ ー ム 前 は 土 の ま ま の お 
庭 で し た が ( 右 )、 リ フォ ー ム 後 は 、 
タイ ル 貼 り に する こと で 、 メ ン テ ナ 
ンス フリ ー の 美しい テラ ス に ( 堪 ) 。 


②③ マン ホー ル や 水道 の メー ター 和 器 な ど は 、 
点検 や 検針 の た め 、 和 覆っ て し まっ て は いけ ま 
せん が 、 お 庭 の 美観 上 は 、 ど うし て も じゃ ま 
な も の で す 。 左 の 例 で は 、 リ フォ ー ム 前 は マ 
ン ホ ー ル が 露出 し て いま す 。 リフ ォ ー ム 後 は 、 
マン ホー ル を 移動 せ ず に テラ ス を 施工 。 テ ラ 
ス の ライ ン ギ リ ギ リ に マン ホー ル が くる よう 
に し て 、 マ ン ホ ー ル の フタ が 開閉 で きる よう 
に EE 天 > 0 よう に 虐 夫 する で に より に 、 ム 
ダ な 工事 費用 が 発生 し ませ ん 。 


ウッ ド デ ッ キ や ウッ ド フ ェ ン ス を つく る 場 
合 は 、 ア イア ン ウ ッ ド ( 鉄 の よう に 硬い 木 
材 ) が お すす めで す 。 ウッド デッキ の 素材 は 、 
価格 の 高い も の か ら 低 いも の まで いろ いろ 
あり ます 。 ど ちら を 選ぶ か は あな た し だ い 
で す が 、 最 初 に 価格 の 低い 素材 を 選ん で も 、 
メン テ ナ ン ス の 手間 が か か っ た り 、 施 工 後 
何 年 か 経過 し て 朽ち て きた り 、 シ ロア リ の 
害 が 出 て きた ら 、 結 局 リ フォ ー ム する こと 
に が なり が えろ うろ で て 高く の いて し まい ゆ 事 す 。 
そん な 不安 や 心配 が まっ た く な い 素 材 が ア 


I 6 へ 


いた : ね だ NS い > * = ミ 租 

© @ リフ ォ ー ム 前 の ウッ ド デ ッ キ は 、 表 面 も 傷ん で き て 根太 (土台 ) の 部 分 が 腐り は じ め 科す ド トー に 
て いま し た が ( 右 )、 リ フォ ー ム 後 は 、 ア イア ン ウ ッ ド で メン テ ナ ン ス フリ ー の デッキ に ( 諾 ) 。 塗装 で 使用 で きる の で 、 防 腐 剤 の 害 の 心配 
も あり ませ ん 。 お 手入れ は 、 汚れ た 時 に デ ッ 

アイ アン ウッ ド は いろ いろ な シー ン で 活用 で きる キ ブ ラ シ で 水洗 いす る だ け 。 メ ン テ ナ ンス 


フリ ー の 素材 で す 。 
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④ 玄関 前 で は さま ざま な ガー デ ®@ 白い 壁面 に は 花 模様 を 象 っ て 


ン ポ ッ ト の 寄せ 植え と テラ コッ 貼ら れ た シー グラ ス 達 が 点 在 。 : 和 0 0 の 
J に へ 土 、 3 回 ン = 
タ 製 の オー ナメ ント が お 出 聞え 。 の 玄関 内 か ら 外 を 見 る と …。 ガー 
③ リフォーム デン アー チ に か ら め た バラ と 常緑 ヤ 
前 の 駐車 場 。 マ ボ ワ ウン が 姿 を 見 せ て くれ ます 。 


③ リ フ オ ー ム 後 。 
の プー の カラス 、 
タイ ル 、 レ ン ガ 、 石 
材 … と さま ざま な 
素材 が 草花 と と も 


④② シマ トネリコ 、 ラ ベン ダー、 ク 
リス マス ロー ズ 、 コ ルディ リネ 、 シ 
ャ ク ナ ゲ …、 常 緑 樹 を 中 心 に 四季 


を 通じ て 楽し め る よう 新た に 植 栽 。 に 迎え て くれ ます 。 
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リフォーム 前 は 、 新 築 時 に つく っ 
Ea ッ キ が ある だ け で し た 。 


③ 乱 形 石 貼 りり) の に 1 


に ャ ー プ な ライ ・ Oo 
ee 作成 = 遊 庭 風流 


積 = 約 13 坪 
施工 期間 = 約 14 日 


費用 の 目安 = 約 80 万 円 


設計 ・ 施 工 = 遊 庭 風流 (P.95 参照 ) 
た な か 
プラ ン ナ ー= 田 中 花菜 枝 さ ん ・ 坂 品 


@ お 家 の モ ノ ト ー ン な のび ウッドデッキ か ら テ ラス を 見 て 。 

イメ ラー ジル で よく マツ ツチ 。 

だ て く を 島 ま る 2 7 ま 望 ど の ど アツ 

く で 上 張 広 配 ご 高 植 * マ と ラウ L ル し に も サ れ きき 1 い ォ #+ 雑 

な すら い 置 植 出 木 『 栽 1 ょ スッ 字 た よ と ッッ し あ 回 う 1 昔 

る か れ 芝 ほし え 身 の は プ マ < を ド 型 り サ カ い が は 目 の ム 人 計 

こら た 感 で 券 の 1 な 信 設 ア の ハッ 1 な りほ の が エ が 

本 0 に ソー イー も 才 以 きゃ る 

し 著 で は る 配本 ネ お ン バ て お る お を を 巡 で た が 丘 ん つ 日 

よ が いこ 精 : か り 庭 を い 守 楽 きす "な を の お 

> が す と 倍 か り 寿 ょ の 中 鹿 生き さら の で こし 選 な か 

9 に 20 す や で 作ら ラ ま た 要 ゃ と 田 E 菜 枝 s4 ぬ 

= o / \ こ ー 訂 さか ぐち 

いす と を 物 ら し イ 人 スト 打 れ た 7 あ 気 き な た 坂口 亜耶 s。 ゅ 
9 2 生 リン Ho ] こい ー、 (に 私 た ち が つ くり あげ た お 庭 に N さん が 手 を 加え て 、 
手 ら に バ た あ アツ 形 ト ン イ 時 プー の ん に 庭 カ CN 0 
人 張 人 。 ラ 木 と リ た 生 し な ル に 2 放っ 0 二 サナ っ な だ し 中 る よう な オシ ャ レ な 有 雰囲気 に し 、 い ろ い ろ な 人 が 集 
れ ら が ン 々 は 1 人 術 貼 ィ 貼 つ ン の 庭 し イ て と まっ て 、 笑 い の 絶え な い 楽し い 時 間 を すご し て ほし 
も れ す ス た 屋 < と り メッ りく に ご で よ ン ム こ ニン いで すね 。 心 地 良い 空間 で 、 お 客 様 が 快適 に す ど し 
楽 た べ 良 ち 久 < な の 1] の っ し 和希 子 は で た い 1] て いた だ ける よう に サポ ー ト させ て いた だ きま す ! 


〇 ) 
a 


リフ ォ ー ム 工事 を 施工 会 社 に 依頼 する 時 に 、 誰 で も 気 に な る の が 予算 で す 。 通常 、 エ クス テリ ア や ガー デン 工事 の 費用 は 
建築 費用 の 10% 程度 と いわ れ て いま す が 、 低 コス ト を 実現 で きる 素材 や 工法 が あり ます 。 こ こ で は 、 リ フォ ー ム 工事 の 


コス ト を 抑え る コツ を ご 紹介 し ます 。 
指導 = 小澤 明 ( 庭 樹 園 社長 、E&G アカ デミ ー 東 京 校 講師 )、 レ イア ウト ニー 松本 真由 美 (P.66 ~ 67) 


美果 と り ワ ド に や スル ヤヤ トモ ギ どちら も そ フ 1 二 培 っ 二 が が 
コス ト は 変わ らち な いよ うに 思え ます が 、 じ つ は 、 リ 時 
フォ ー ム の 方 が 割高 に な り ます 。 それ は 、 既 存 の 樹木 ・ 
庭石 や 構造 物 の 解体 ・ 撤 去 費 用 が 意外 に か か る か ら 
で ずら な だ を る a クリ ー ト の 床 面 を レン が ガ 敷 き 
に 変え る 場合 、 敷 設 費用 の 半分 程度 の 撤去 費用 が か 
か り ま す 。 そこで 、 樹 木 や 庭石 に つい て は 、 残 せる 
し が 上 キト ピン ド クリ ー ト 床 面 
、 そ の 上 か ら 化 粧 を 施す と いう 方 法 が あり ます 。 


@ 庭石 は 撤去 費用 が か か る の 
で 再 利用 し た 方 が ベタ で 


Before 
で 


④ © 樹木 の 移植 。 多 く の 手 間 と 費用 が か か り ま す 。 


ドコ 


ご 周 避 斗 基き AV nHNIS 装 縛 ⑰ 


プ 


< 
ン 


の の リフ ォ ー ム 前 ( 左 ) と リフ ォ ー 
ム 後 ( 右 )。 コ ンク リー ト の テラ ス は 、 
壊す と 解体 撤去 費用 が か か る の で 、 
その 上 か ら ス ッ ポ リ と ウッ ド デ ッ キ 
を つく っ て 固定 し まし た 。 


品 と 玖 装 開き ③ 陸 。 叶 放 圧 等 潤沢 ③ 不 と ご 計 は G せ 主 墓 明 日 fr 


。et9HOK へ さき さき き 避 潤 ・ 副 薬 画 の 役人 古 と へ さき 『)/ 合 叶 許諾 生日 藻 


mrS 畑 画 。 送 な も へ UR で 志す べべ 


の 既存 の 庭石 を 再 利用 し て 
ウッ ド デ ッ キ に 取り 込 


④ 残し た い 樹 木 (カキ の 木 ) を 、 ウ ッ 
ド テ ー ブ ル に 穴 を あけ て 、 通 し た 例 。 


入 ん だ 例 。 


lll tr 
MM il 


s ー , x し ーー 和 = の い 全 、 Nd ; 1 蔵 の 大 扉 。 
こつ 、 ③ きれい に 洗っ て サン ド ベ ペー パー を 

か け 、 ス テイ ン 剤 で 塗り 替え て ウッ 

ド フ ェ ン ス に 再 利用 (写真 中 央 )。 


略 ② 150 年 も 
前 に つく ら 


④ 古い 井戸 。 古 き 良 き 時 代 の 姿 を と ど め て いま す 。 
③ 古い 井戸 を 、 新 し くつ くっ た ウッ ド デ ッ キ 中 に 
取り 込ん で 再 利用 。 デ ッ キ と 同じ 素材 で フタ を つ 
くり 直し て ひと つの 景観 と し て も 違和感 の な いよ う 
に 。 昔 は 井戸 水 を 波 み 上 げ る た め に 使っ て いた 滑 
車 も 、 モ ニュ メン ト と し て 再 利用 。 
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れ た 木造 の 


樹木 や 石 も 撤去 費用 が か か り ま す 。 樹木 は 、 少 量 で 
あれ ば 、 可 燃 ゴ ご ミ と し て 個人 で 廃棄 する こと も で き 
ます が 、 最 近 個人 の ゴミ も 有料 化 の 傾向 に あり 、 ま っ 
だ - す ごま * ス ト が か か ら な いと は 言い 切れ な く な っ て き 
まし た 。 移植 も 、 移 動 費 ・ 養生 費 な どの 余計 な コス 
ト が か か り ま すし 、 樹 木 の 生 存 率 も 高く あり ませ ん 。 
そこ で 、 既 存 の 樹木 を どう し て も 残し た い 場 合 は 
構造 き 物 の 中 に 取り 込ん で し まう こと で す 。 た と えば 、 
樹木 の ある スペ ー ス に ウッ ド デ ッ キ を つく る 場合 、 
テ デ ッ を に め 了 表 ゆ で し まり と まい で し は うす 。】 事 た | 
庭石 も 撤去 費用 が か か る の で 、 取 り 込 むこ と を お す 
すめ ます 4 


庭 づ ご くり で は 、 古 い 構 造物 や 素材 を で きる だ け 再 利 
用 する の が 賢明 で す 。 特 に 、 が ガー デン リフ ォ ー ム 工 
事 で は 、 既 存 物 を 再 利用 する こと に より 、 人 解体 撤去 
費用 や 産業 廃棄 物 の 処分 代 を 抑え 、 工 事 全 体 の コ 
AI を ドリ ける さき 肖 が (でき まず 。 (アイ デア 工夫 し だ 
いで 、 元 の も の と は まっ た くち が っ た も の に 生ま れ 
変わ り ま す 。 左 の 写真 の 例 で は 、150 年 も 前 に つく 
られ た 木造 の 蔵 の 大 扉 を きれ い に 洗い 、 サ ンド ペー 
6 民 多 か け 、 ステ イン 剤 で 浴 り ! 替 多 て 、 ウッ ドジ ェ 
ンス に 再 利用 し まし た 。 新 し くつ くっ た アイ アン ウッ 
ド ( 鉄 の よう に 硬い 木材 ) の デッキ と も よく な じみ 、 
違和感 が あり ませ ん 。 左下 の 写真 の 例 の よう に 、 古 
い 井 戸 も 、 こ わ さ ず に 再 利用 する の は 大 切な こと で 
す 。 な る べく 古き 良き 時 代 の 姿 を こわ さき さ ず に 、 新 し 
い 時 代 の 変化 に 利用 で きる よう に 工夫 し まし ょ う 。 


わ | あき 5 


明 4 


の se 


東京 農業 大 学 造園 学科 を 卒業 後 、 造 園 会 社 を 経て 造園 材料 販売 の 後 、 
ガー デン ショ ッ プ 庭 樹 園 を 設立 。 工 事 ・ 園 芸 店 経営 。 草 花 ・ 植 木 ・ エ | 


クス テリ ア ・ 園 芸 資材 な ど 、 エ ンド ユー ザー 相手 の ガー デ ナ ー と し て 
活躍 中 。2005 年 1 月 より E&G アカ デミ ー 東 京 校 講師 を 兼務 。 ( 有 ) 
庭 樹 園 に つい て くわ し く は P.94 参照 。 


門 ま わり の イメ ー ジ 一 新 ! 


すてき な フロ ント ガー デン に 


い 


門 ま わり は 、 い わ ば その 家 の 「 顔 」。 明 る くさ わ や か に お 客 様 を 迎え られ る よう に し た いも の 。 お し ゃ れ な 素材 で 彩っ た 門 
まわ り は 、 住 む 人 の セン ス の 良さ が 感じ られ ます 。 夜 に ライ ト ア ッ プ すれ ば 、 帰 宅 時 に や さ し く 迎え て くれ ます 。LED (発光 


し ょ う で ん り ょ く 


ダイ オー ド ) ライ ト を 使え ば 、 省 電力 に な り ま す 。 レイ アウ トニ 松本 真由 美 (P.68 ~ 74) 


Btyle 


"33 


人 リフ ォ ー ム 後 の 門 まわ り ( 昼 )。 曲 線 を 使っ て や わら か い イ メー ジ に 。 既存 の 門柱 は その ま 
ま 入 か し 、 表 画 の 下地 を つく りな か お し て 、 ヨ スト を 抑え つつ 、 カ ラリ と イメ ー ン る チェ ン ン 。 


し ラ を て な 柱 5# と な そ 出 に 柱 れ ご フ 

こ を こし て 人 夜 ら 一 イ お の に 時 を も 問 布 すま 

" 残 こ て 新 は な イメ し レ し ま も が ガ 線 新 目 ま 記 1 < 

し に いた いい ン | て まこ ラ を し 立 わ で ふ ゐ > 

て “まな こよ ゴジ 生 だ ス 便 くつ り し し 

の Y す 夜 の う ッ を コ か わ を っ し て が た た て 

リ ) さき の か ガ に ト 変 ス し り ポ ー ま い 上 古 い ジグ 

うう 昭 ラ 他 厨 ええ ト きこ し た く る 

※ 通 常 IINGOT (イン ゴ ッ ォ + ご と ス 上 を て を 表し ン ,。 だ の な と 残 

、 ト )」 と は 金 の 延べ 棒 な どの ー 。 し 角 げ 取 い 抑 面 た ト "で り いし 

の 流し 込み 製品 に 使わ れる 用 | 安 * 柱 まり まえ の “に ら 5 "aw う て 
浦崎 正勝 < ぇ 語 で す が 、「 神 の 宿る ガラ ス 」 時 妃 に し 人 入 すっ つっ 下 ょ 既 使 か 思 プ の 門 

Y きん 、 こ の た び は エク ステ リア リ | と いう 意味 も 掛け 合わ せ て 、 が の 相 ラ だ れ " つ 地 : 存 いい い ロロ が ま 
フォ ー ム エ 事 の ご 依頼 を いた だ き 、 | 透明 度 の 高い 高 透過 ガラ ス 完 大 的 イ " ` ガ を の イ き ッ Y わ 
あり が と うど ご ざい まし た 。 工事 が 終 | を 使用 し て いま す 。 圧 倒 的 成 切 な ド 単 ラ ガ つ 門 夜 メ の グ さ り 
わる ころ に は ハ カ ミ ズ キ の 花 が 満開 |」 な 存在 感 を 放つ EXGLASS し な 演 を 調 スラ < く 柱 ] て の ん を 
に な り 、 と て も きれ いで し た 。 (エク ステ リア ガラ ス ) で す 。 ま バ 出 必 に 角 を まり り (は 演 あう 門 汚 の リ 
68 


に NE) や キミ の ② リフ ォ ー ム 前 は お 庭 に 出 に く 
デグー KS / いい 0 。 | tA } * . ; Ml ) 8 4 mi NR 使い 勝手 も 悪い 状態 で Pe 


④ リフ ォ ー ム 後 の お 庭 。 屋 根 と 床 を 立ち 上 げ る こと に より 、 お 庭 に 出 や すく な り 、 心 地 良い 自 
然 の 恵み だ け を 楽し め る 快適 な 空間 へ 生ま れ 変 わり まし た 。 シ ン ボ ルツ リー は シマ トネリコ 。 


1 


ー ジ で 6 た 。 


by ML Urasaki 


作成 = (株 ) ひま わり ライ フ 


③ リフ ォ ー ム 後 の 門 ま わり ( 夜 )。 門 柱 の 間 
に 埋め 込ま れ た ガラ ス 角 柱 が 幻想 的 な 門 まわ 


え 


り を 演出 。 ニ ュー サイ ラン の 陰影 が 美しい 。 


※ 使 用 素材 

ガラ ス 角 柱 = ZERO 「 イ ン ゴ ッ ト 」 ガ ラス ブロ ッ ク ミ = Hi- 
ZERO 「 チ ェ ッ カー ウォ ー ル 003」 表札 = TOMY |「 TOMY 
Glassg00 テ チ テテ リー グミ |] 門扉 > ボス ズ ストア ー チ = XL 
(TOEX) 1 ロラ ソン 9 型 ]・「 エ クス ポス ト 」 ・「+ G」 ライ ト ・ 
壁 材 ニ タカ ショ ー「 シ ンプ ルス ポッ トラ イト 1 型 ]」・「 ジ ョ リ 
パパ W ドド カー デッラ ッ ス クー ルー ヨー ト 」 


兵庫 県 Y 邸 

施工 面積 = 約 20 坪 

施工 期間 = 約 20 日 

費用 の 目安 = 約 50 万 円 

設計 ・ 施 工 三 (株 ) ひま わり ライ フ 西 神戸 店 
(P.g4 参照) 


うら さき まさ か つ 


プラ ン ナ ー= 浦 崎 正勝 さん 


で の び て い て ムダ な スペ ー ス が 多く 、 植 栽 も 
育ち が 悪く て 建物 全体 が 暗く な っ て いま し た 。 


@⑧ リフ ォ ー ム 後 。 駐 車場 が 広く な り 、 お 
し ゃ れ な 門 ま わり に 。 アル ミ ゲ ー ト = LIXIL 
(TOEX) 「+ G (プラ スジ ー)」 表札 = ZERO「 イ 

人 ミー ミー ン ゴ ッ ト ら 00 」 ポス ト = ニ オン リー ワン 「 ブ ラン チ 」 
テー ンー デー ュ ーー て や こと 照明 = タカ ショ ー 「 シ ンプ ルス ポッ トラ イト ]」 


作成 = (株 ) ひま わり ライ フ 


門 ま わり の イメ ー ジ 一 新 ! 


すてき な フロ ント ガー デン に 


© アル ミ ゲ ー ト に ガラ ス の 角柱 で オリ ジン ナル 
表札 を 設置 。 アル ミス リ ッ ト (すき 間 ) フェ ン 
ス の 間 か ら 常 緑 樹 の シマ トネリコ の か わい い 葉 
が 見 えて 、 下 草 に は ヒメ クチ ナシ 、 ブ ルー パン 
フィ ッ ク 、 西 洋 イ ワナ ン テ ン を 植え 込み 、 涼 し 
い イ メー ジ で お 客 様 を お 迎え し て くれ ます 。 


り 


近 
所 
カ か 
ら 
も 


マ 


則 梁 ルオ み n で ロロ へ 活 裳 鞍 


@ 工事 途中 。 門 まわ り が 新 し く な り 、 職 
人 さん た ち が 目 然 石 の 乱 形 石材 を て いね 
い に 貼 っ て くれ て いま す 。 駐車 スペ ー ス 
に な る の で 、 自 然 石 の 下 に は コン クリ ー ト 
を 打ち 込み 強度 を 出し て いま す 。 


物 「 と 

を ト く 

引 と な 

きき 門 っ 

立柱 た 

て の 門 

て カカ ま 

く ラ わ 

れ 」 り 

まり | 

| す ン アァ 

) グル 

が き さ 。 
さ 明 体 ま 表 配 る 変 い 駐 る な 必 夫 

リ し る 植 感 関し 札 連 暗 こえ で 車 よ 現 り 妥 婦 駐 
フ い い 新 : の 柱 た を し か と る い を う 状 ま と “ 車 
ォ 緑 グ は あ は ? 製 て っ つが こ た 2 に は し な お 場 
1 が ラ 、 る 作 ゝ た で と ブ 台 既 2 たり 孫 の 
ム お ン ン シン シ 有 門 ア し さき 門 き で ロ 分 存 台 様 配 
後 客 ド マ ま ル こら まま ` ッ ツ 増 の 分 思 が 置 
は 様 カ ト わ ミ * ヽ に わし 4 ク や 症 の い 生 に 
` ヽ を バネ リグ 豪 り た 人 可 堀 すま 居 きま 長 
今 迎 」 リ へ 1 告 ら は “分 を た わ 車 っ れ 和 年 
ま え ゴ a ト 華 ブ ヽ の 撤 め 更 (人 ゝ 悩 
で し リ の な ス 
と く 昔 ま ォ 色 ーー 車 し 新 こ フ を で 
ち れ ご そそ]」 を 半角 < く スハ 今 和 れれ ォ 止 お 
が ま を ざさ ム 生 ま 相 テア ペペ 駐 ま て を |1 め ら 
っ す 植 し で ン わ で ル 1] 車 で す 4 ふる れ 
な た を と き ク り オミ ス す 人 > 台 す ス た 
外 込 中 ま さ に リ が を る 口 ご 駐 る ぺ T 
観 み し も 変 ジ ] 確 位 を と 車 こ | さき 
(に に た て 自 ナ ト 保 置 ふ に で と ス ん 
な や て ? 一 し ル を す を さ 's き に が ご 
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Before 


Wr 0 MO 


リフ ォ ー ム 前 の 門 ま わり 近 景 。 雑草 が 
生 い 茂 り 、 手 が つけ られ な い 状 態 で し た 。 


3 Before | 


2 


ーー 6 フォー ー ム 後 の 門 まわ り 近 景 。 前 後 する 壁 が 圧迫 邊 感 を や わら げ 、 石 貼り の 仕上 げ が 重厚 感 を 演出 。 | @ リフ ォ ー ム 前 の 門 ま わり 遠景 
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8 前 壁 は ガラ ス ブ ロ ッ 
クセ アク セン ト に 。 


| ④② リフ ォ ー PE 
| 3 ム 後 の 円 まわ 入 uiiitiii 
た ん 施工 面積 = 約 20 坪 
ーー Sd 駐車 2 台 分 と 施工 期間 = 約 14 日 
SS 前座 作詩 | 伯 用 の 目安 = 約 200 万 円 
の 和風 の 落ち つき を 与え る ペー ス を し っ 設計 ・ 施 エ = グ ラン ド 工 房 新富 店 (P.95 参照 ) 
植 栽 は ヒ イ ラ キ ナン テン 。 か り 確 保 。 = 馬場 浩 綱 さん 
ペ ニ ッ タダ な ど 。 4M シン ボル ツリ ー は アオ ダ モ 。 
バチ 場 な 取 げ 置 う 玄 だ の 窓 道 り 行 た 外 ん も 常 ま 事 
ッ も か いり 全 す の 関 “は が 路 の き 終 ま ェ 2 で の の 駐 
チ 設 ら 重信 有 要 3$ 体 る で か ポ 望 あか デ 来 列 わこ 目 し 5S 例 車 
リ け 玄 厚 れ 所 : 的 形 ら ス まる ら ザ の 和 駐 り < こ 分 た 地 場 
で て 関 感 る で に を 今 遠 ト し た す イ さき 車 を 人 の ご この 藤 抄 
すい ぃ いま を こ ポ は と 回 ざ を くめ ぐ ン ま の 一 主力 < こ 外 い 路 
"る で 演 と イ 落 り は か 道 あ の が た 配 新 + だ ェ ょ ま 間 に 
ゥ の 出 に ン ち ま 門 り 路 りあ と 重 げ 半 す 話 け そ わ 手 と 
で 最 で よ ト つ し ま 不 人 まま こ ご 妥 と こ る 箇 で 有り を も 
、 短 きつ と いた わ 便 に せり ろ で な し 計 占 は っ は つ な ば ば ひろ を 
全 当 や や の た りん に と に 60 だ た 見 5 と で まり 馬場 浩貴 x4 
い 本 軸 を 直 員 に 旨 め な 張 負 し に れ 構 : 落ち つい た お 家 の 色 味 に 合わ せ て 、 エ クス テ 
勝 プ っ EE で け て す た 置 ン | 誠 門 い り も え ま な 改 リア が 派手 に な りす ぎ な いよ う 配 慮 し まし た 。 
手 時 すげ 仕 て し ? 3 す か まま 和 車 ま 義 まう 2 次 い ヽ 修 。 加 の ある 空間 と な る よう に 、 細 部 の タイ ル や 
も | 車 き を 上 配 ま こく た る の < に わ ゎ わ の し やせ せく 地 ま 工 還 還 四半 汗 間 半 旨 較 
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AN も 

ルン | 
| A Ns 

(Ns A . 


ーー ルー 


リフ ォ ー ム 前 


の 門 ま 


ステ ー ジ 風 の ス ペー ス 。 玄 
関 ま わり が 広々 と し た 印象 に 。 


っ ーー - 后 まそ a 


@ 既存 の 石組み を 利用 し た ロッ ク ガ ー デ ン 。 ④⑰ 
階段 沿い の 花台 に は 鉢 花 を 飾っ て 楽し め ま す 。 


門 ま わり の イメ ー ジ 一 新 ! 


すす でき 
フロ ント ガー デン に 


リフ ォ ー ム の 仕事 に は 「 や り が い | を 感じ 
ます 。 施工 前 の 状態 を いか に 良く する か ? 
出来 栄え に 工事 費 以 上 の 価値 を 感じ て い 
た だ ける よう に 、 い つも プレ ッ シ ャ ー を ほ 
ど よ く 受 け な が ら 、 絵 を 描い て いま す 。 


or 


『 庄 全 列 ( 庄 ③ 本 ) ペー 六 ペ へ で 
ご 所 開 選 上 W 流 串 ま 護国 S③ 対 征 


で ーッ 
の 


門 ま わり が 明る い 印 象 に な り ま し た 。 


eH 時 な で 溢 さ 06 誤 I 


党 史 万 世評 き 享 記 選 rr く 
(Y ofy ご 齋 は 
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ン を 一 新 し な が ら も 
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は F 事 軸 ツ ツー パ ※ 臣 紹 田 は さと 民放 


of 


細 し ざ r 上 計 貸 誰 は て 0O 藻 み ざ 芝 記 


ご 問 | RY 


ー メ へ へ の 届 史 ござ 施 思 


4 
4 


沙 ち つい た 色調 で まとめ まし た 。 


> 


トー ニー で 放さ ババ 
RO へ すき 人 千 光 とび の 員 藻 


ww 


に ー 
N NENY HOR 門 罰 SS 考 麻 


ぐふ 
ルッ 


の で ソン BR 2 
上 へ い トド ー ス 走 G の へ い ド トー ス 選 G 問 記 で さり 4 で や ^ 坦 接 や P ? 
選 記 や ふ で ミ 民 で " 3 本 Ne うっ 箇 GH こ うう? 司 N6 う 押 町 Gp65? 6 


*ー 


な が ら 、 い が ( 
の 代 下 が り ど で が まじ た 。 


(PP.94 参照 ) 
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Ulanneres comment 
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ih 


人 リフォーム 前 の 門 ま わり 。 
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施工 前 か ら 劇 
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8 NEN RRS 
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*9f 具 民 SS ペ ン ー 条 編 ES3J 寺 英 約 
ホー トロ つる お) 盾 時 oN つつ 会 8 
ーー か ホトミ き 記 喉 じ や 前 款 RS 玉 豪 
nn ン で ウレ ャ ペー 人 ム 旨 回 会 欠 。 央 や 忠 迫 
須 愉 46 つ 尺 7 

嘆 う トト ロー 中 胃 本 8" 篤 ヘ 一 臣 
きき さき 吉 き 会 で か ぐ ビ EE 喪 ぶ 2 
トト ホネ ー? 選 直 ささ SN ロト 避 辻 KG 表 つ 
っ 記 際 の 人 全 ー の 只 づつ 人 S 和 7 

過 呈 半角 の か て し 衣 ゆ ち つり 振 
直人 RL て 
* ペ ーー 1 緒 つ 8 会 の 9 46 RN 銘 
年 へ RR 可 悦 SS る 科 ふつ る 麗 生き 8 
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ア ! 
ッ ト も 美しい 
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Style 


リフ ォ ー ム 前 の 門 ま わり 。 


T 
] 
へ 
Ne 
ぐ 
= 
ペペ 
$$ 
記 


=o 


@⑧ リフ ォ ー ム 後 の 門 ま わり 。 外側 に 配置 し た 緑 で や わら か な 印象 【 


イン ド に 。 


o 
N 


④ 大 き な 鉢 と レリーフ が : 


④② リフ ォ ー ム 前 の 外 ま わり 。 ゴ ー ル ド 


な りす ぎ て いま し た 。 


クレ スト が 天 き く < 


まぐ ち 


④ 問 口 が 長い の で 、 変 化 の ある 構成 ( 


ス を 目隠し 。 


リフ ォ ー ム 後 の 外 まわ り 。 圧迫 感 を 感じ させ ず 、 さ り げ な く プ ライ ベー トス ペー 


‘=O 


っ こむ 会 


垢 員 つ か 約 代 短 民 ぐさ N ポ ペー さ ペロ 万 ぐ 宗 " 
「n jl ト トー ( 吉 才 苗 ) ぐ ロ ー ミ を へ ふさ Kー 
Rm RE LK Fw LS 
SNS 援 ジ っ つ ” 

6 本 8 直 固 線 疾 本 つつ 。 記 提 RR 本 ぶ 
結っ つま ーー さか へ きつ RN 虹 
会 中 くめ 人 S/ 箇 培 6 る 6 必 補 0 を 虹 
wO 押 補選 古き a か VASE 半 
9 4 NTR NR 扱 補っ つつ 9° 

6R 折 ペー 遂 せ 選 兵 皿 媒 も 絡 弁 つ ^ き ーー 
は に た: きこ いこ の る さむ ここ の 
OO LS 

XX で へ で ぐ 素 て ヘー 所 ー ト 守り つき) けり 
>6 NG 鍛 選 全 選 突 圭 人 ゆ 記 5)36 選 で 
Sn 中 志和 こさ 0 る 7 

虐 64SP 全 つ 糧 お 状 員 り 届 男 つ ^ 南宮 
り 揚 穴 K マ シーK 電 の ら 6 つ お 5 

率 己 綱 束 Pe 会 る 策 癌 NV 
ee” 履 紅 哲 の De NmPmb" 名 だ ンマ 
は の め 只 つう か トロ ハー 
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ベー トト へ (所 描 ) し ゃ ? 


94 参照 ) 


(株 ) ウエ シン 


(P 


臣 
〇 
IO 
記 


ド 」 
施工 = 


\ 


計 


四国 化成 工業 「 美 ブロ 」 
タカ ショ ー「 エ バー 


Tl 


トウ 
施工 面積 


※ 使 用 素材 
角材 


壁 材 
が 


* あ り ま 
“< 


リフ ォ ー ム の 仕事 は や り が い が 
す 。 既存 の も の を いか に 残し 、 い か 


生か すか …。 完成 が も と も と の 姿 と 
の 比較 な の で 、 見 た 目 や 機 能 性 の 改 


善 点 が 施主 様 に ち わ か りや すく 、 
か し いと ころ も あり ます が 、 私 に と っ 


の 分 喜ん で いた だ いて いま す 。 む ず 
て は 好き な 仕事 の ひと つ で す 。 


Ulanners comment 


に 


( 


NN 


門 ま わり の 植 栽 や 生垣 は 、 手入れ を し な いと 大 変 な こと に な り ま す 。 枝 が ボワ ボウ に の び て 道 路 に 張り 出 た りす れ は ば は 、 道 
行く 人 の 迷惑 で す 。 ま た 、 窓 や ガス メー ター な どの 必要 な も の が 見 えな く な っ た り し ます 。 植 栽 や 生垣 は 、 適 宜 手 和信 れ を し 、 
の びす ぎ て し まっ た 場合 は 、 取 り 除 いて リフ ォ ー ム する と こ を お すす めし ます 。 


指導 = 小澤 明 ( 庭 樹 園 社長 、E&G アカ デミ ー 東 京 校 講 師 )、 レ イア ウト 松本 真由 美 (P.75) 
吉行 と っ 


⑩ 生長 の 早い 樹木 は 春先 に 思い きつ っ て 盟 定 を 


Before SN、 " 習 ンマ トネリコ な どの 生長 の 早い 樹木 は 、1 

A 年 に 1 回 、 春 先 に 思い きっ て 枝 を 切り 落と 
き な い と 、 あ っ と いう 間 に 手 に 負え な く な 
り ま す 。 


文生 長 の 早い 樹木 の 例 


> RR ゲッ クイ トン すま マル クー 
US ドド 5 ウ ドク た な だ 


© ②@ リフ ォ ー ム 前 は シマ トネリコ が 茂り すぎ 、 リ ビン グ か ら 何 も 見 え ず 、 風 通し も 悪く な っ て 
いま し た が ( 右 )、 リ フォ ー ム 後 は 、 春 先 に 思い きっ て 枝 を 切り 落し 、 こ の よう に バッ サリ と ( 左 )。 


@ 生長 の 遅い 樹木 の 勇 定 は プロ に まかせ る 


| Before PP. 包 | I 生長 が 比較 的 遅く 、 特 に 樹 形 を 大 切 に する 
PV | 樹木 の 静 定 は 、 プ ロ の 手 に まかせ た 方 が よ 
いで し ょ う 。 ど の 枝 を 切っ た か わか ら な いよ 


うに 、 本 来 の 次 を 大 切 に 考え て 重定 し ます 。 


②③ リフ ォ ー ム 前 は モミ 

の 木 が 茂り すぎ 、: リ ビン 

グ か ら 何 も 見 え ず 、 風 通 。 記 

が ( 右 )、 リ フォ ー ム 後 は 、 大 切 に する 樹木 の 例 

プロ に まかせ た 結果 、 こ モミ の 木 、 チャ ポ ビ バ 、 モ チオ 、 モ ッ コ ロク 、 


還 の よう に きれ い に 和 葛 定 し 
O 
a ママ その 他 高 類 


の びす ぎ た 樹 木 は 、 手 信 れ も まま な ら ず 、 
虫 の 温床 に な る こ 深き 半 時 訂 障 且 理 ) 
切り 、 フ ェ ン ス を 立て て その 外側 を 生垣 に す 
れ ば 、 内 側 の ウッ ド デ ッ キ や お 庭 が 、 今 まで 
以上 に 有効 利用 で きる こと に な り ま す 。 


②③ リフ ォ ー ム 前 は 枝葉 が の び 放 題 で 、 サ ン ゴ に は 躍 
が つき 、 葉 が な く な る 状態 で 、 手 が つけ られ ませ ん で 
し た が ( 右 )、 リ フォー ム 後 は 、 ア イア ン ウ ッ ド で フェ 
ンス を 立て 、 そ の 外側 に ベニ カナ メ を 施工 する こと で 、 
スッ キリ と し て な が め や 風 通し も 良く な り ま し た ( 左 )。 
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ン ボ 


ン ポ イン トリ フォ ー ム の アイ デア 


お 庭 や 外 構 を 全面 リフ ォ ー ム し な く て も 、 ポ スト や 物置 な どの アイ テム を リフ ォ ー ム する だ け で 、 お 庭 や 外 ま わり の 表情 
が ガ カラリ と 変わ り ま す 。 こ ご ここ で は 、 お し ゃ れ で じょう ぶな FRP (繊維 強化 樹脂 ) 製 の ポス ト や 物置 を 使っ て 、 す て き な お 
庭 や 外 構 に リフ ォ ー ム し た 実例 を ご 紹介 し ます 。 レイ アウ トー 松本 真由 美 (P.76) 


お し や ゃ れ な 物置 に リフ ォ オー ム 


お し ゃ れ な ボス ト に リフ ォ ー ム 


® © 長年 ワン ちゃ ん の た 
め に 芝生 に し て いた お 人 庭 
( 左 ) を 、 木 樹脂 の ウッ ド 
デッキ で ロー メン テ ナ ン ス 
の 庭 に リフ ォ ー ム 。 ス チー 
ル 製 の 物置 も 、 見 た 目 が か 
わい く お 庭 の ポイ ント と な 
る FRP 製 の 物置 に ( 右 )。 
福岡 県 H 邸 、 設 計 ・ 施 工 = 
グラ ンド 工房 (P.95 参照 )。 
物置 ミニ ディ ー ズ ガー デン | カン ナ 
a 


© @ テラ ス 部 分 以外 は ほ 
と ん ど 手 が 入れ られ な か っ 
た お 庭 ( 右 ) を 、 リ フォ ー 
ム 後 は ガー デン ルー ム で 癒 
し の お 庭 に 。 お 庭 の 雰囲気 
を 統一 する た め に 、 物置 は 
FRP 製 の お し ゃ れ な 物置 に 
( 下 )。 福岡 県 A 邸 、 設 語 

施工 = 遊 庭 風流 (P.95 参照 ) 。 
物置 = ディ ー ズ ガー デン 「 カ ン 
ナ フ ォ ル テ 」 ガーデン ルー ム = 
LIXIL (TOEX) 「 暖 蘭 物語 」 タイ 
ルル = タカショー 「 セ ラク ラシック 1] 


Before 


Before 
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| | | ーーーー 


® © リフ ォ ー ム 前 は 門 ま わり の 機能 ポー ル が 折れ て いて 、 


駐車 スペ ー ス 奥 の 勝 手口 まわ り に は グレ ー の イン ター ロッ キ 
ング が 敷 が か が れ て いま 層 た が ( 左 い リア ギー デム 後 、 ひ きき 
わ 目 を 引く オレ ンジ 色 の ポス ト で 、 明 る く あ た た か み の あ る 
門 ま わり に 。 福岡 県 S 邸 、 設 計 ・ 施 工 = 遊 庭 風 流 (P.95 参照 ) 。 
ポス ト = テ ディ ー ズ ガー デン 「 デ ュー ン 」 表札 = オン リー ワン 「 タ イル 表札 」 
陶器 タイ ル ・ ス クリ ー ン ブロ ッ ク 」= テ タカ ショ ー「 モ ザイ クタ イル 」 


© の ② リフ ォ ー ム 前 は や や 無 
機 質 な 感じ の 門 ま わり で し 
た が ( 右 )、 リ フォ ー ム 後 は 、 
レン カ と 塗り 壁 で あたたか 
ント リン オン 
ム ( 下 )。 兵庫 県 H 邸 、 設 計 ・ 
施工 = (株 ) ひま わり ライ 
フ (P.94 参照 )。 

門扉 ・ ポ スト ・ 表 札 ・ 目 隠し フェ 
ンス ズミ デイ スガ ー デ ン | アー ルル 
閲 鹿 11 ン ラ | で IC の 8 アデ 
ルフ ァ ー ウ ッ ド ・ 連 結 タ イプ 
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ディ ー ズ ガー デン が 提案 する 
エク ステ リ ア の ライ フス タイ ル 


「 自 分 の 家 が 、 こ ん な 外 構 や 庭 だ っ た ら 素 敵 だ ろう な ・・・」 と 思え る よう 
な ライ フス タイ ル 。 そ ん な 思い を 込め た シー ン に は 、 ご 家族 が 長い 間 使 っ て 
愛着 を 持て る よう な デザ イン と 品質 に こだわ っ た 商品 の 変 が あり ます 。 


Dea's Sign Glass Collection 
味わい 深い 手作り の ガラ ス に ステ ン レ ス 切 り 文 字 を 
組み 合わ せ た 表札 【G-04】 
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商 Dea s Shed Canna 
上 紀 se デン デザ イナ ー 人 気 No.1 の デザ イン 物置 \ 
【 デ ィ ー ズ シェ ッ ド カン ナ & キ ュー ト 】 
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施工 面積 
費用 の 目安 
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知 装 の 8 国 を 利用 し た 受注 行為 は 麗し ませ ん . 


New moral standard 


ovrae-rsevs sammeeIee rn 


④ 特に お 気に入り は クッ ショ ン の 上 。 昌 ' 作成 = 遊 庭 風流 
クッ ショ ン = LIXIL (TOEX) 「 ミ ッ ド テリ ア ピュ ー パ パ 」 


④ リフ ォ ー ム 前 は 既存 の ウッ ド デ ッ キ が あり まし た 。 
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た か お デー 
高尾 百合子 s4 ( ぉ ) 
M さ ん 、 あ り が と う ご ざ いま し た ! 何 度 も 展示 場 に 足 
を 運ん で いた だ き 、 打 ち 合 わせ も と て も 楽し か っ た で 
す 。 オ リ ジ ナ ル の セン ス で 飾り つけ も 積極 的 に 楽し ん 
で いた だ き 、 和 私 た ち も う れ し く 思い ます 。 マリ ン ち ゃ 
ん と ご 家族 で の 楽し い 時 間 を お すご し くだ さい 。 
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シェ ー ド (日 よ け ) で 暑い 日 ざし を や わら げ て 。 


③④ ガー デン ルー ム の 仲良 し の お 2 人 を ガラ ス ブ ロ ッ ク に 。 
は 愛犬 | まり お 君 」 の 
9 ト -316 懇 厨 の か メア ob 


7 フグ リー ト - 306 
ゲイ アト ラ 有 目地 (施主 工事 ) 


福岡 県 K 氏 
施工 面積 = 約 8 坪 
施工 期間 = 約 21 日 
費用 の 目安 = 約 302 万 円 A 


設計 ・ 施 工 = 遊 庭 風 流 (P.95 参照 ) K さん 、 あ り が と う ご さ ざい まし た 。 打 ち 合 わせ 
ひ よ ゆう こ に く > 白く い ーー ア ジッ 

4 に 佑子 で の た くさ ん つま っ た 明る い ガ ー デ ン ル ー ム が 

高尾 百合 子 さ 完成 し まし た 。 ど ん どん 活用 し て く た さ いね ! 
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④ リフ ォ ー ム 後 。 リ ビン グ 前 の エリ ア は 駐車 スペ ー ス 確保 の た め 
あっ た の で 、 バ ー ベ キュ ー 等 の 大 人 数 イベ ント は デ 


ペー ス を 利用 する よう ご 提案 。 ウ ッ ド デッキ 上 に は 白 サ ッ シ に 合わ せ 白 色 の アル ミ テ ラス を 設置 し 、 
夏場 の 強い 日 ざし か ら 


の ②③ ウッド ド デ 
で 。 リ フォ ー ム 前 (上) 
後 ( 左 )。 ウッド デ ッ 
むく 
リビン グ か ら お 庭 、 
を つなぐ アイ テム と し て 活躍 。 


し ょ うか ん り が た 


③ 省 管 理 型 の 高 詞 芝 「T 
Mー 9」。 高 肌 芝 を 張り 、 
芝生 内 に 家族 の 手形 を か 
た どっ た 思い 出 の プレ ー 
ト を 埋め 込み まし た 。 


②③ カー ポー ト 下 
ei 
赴 と 駐輪場 は 、 物 
赴 を 移設 する こと 
で 使い 勝手 の 良い 
空間 に 様変わり 。 
に し り と 緑 の 
ソリ タツ どど な s 
CO 
り 後 約 1 ケ 月 経過 
し 吉村 況 。 来 字 や も 
同じ よう な 緑 に す 
る た め に は 、 休 眠 
期 に お ける 草 と り 
等 の 管理 が 大 事 に 
な る て ざき ます ず s 


設計 上 広 さ を と る の に 限界 が 
ッ キ を 下り た お 庭 に ある レン カ ガ 敷 き と 芝 生 の ス 


くる ウッ ド デ ッ キ と リビン グ の 温度 上 昇 を 抑え る 役割 を 果たす よう 配慮 。 


ッ キ か ら お 庭 を の ぞ ん 
ど と フォ ー ム 
キ の 上 は お 人 茶 
らい の 利用 に 限定 し 、 主 な 目的 は 


り リビン グ か ら 畜 開 


Before 


の リフ ォ ー ム 前 の お 庭 。 


部 


④② ウッ ド 門 扉 は フェ ンス の 貼り 板 ラ イン に 合わ せ て 
オリ ンジ ナル で 製作 し た の で 、 景 観 上 は ウッ ド 門 扉 が あ 

る の が わか り に くい よう に な っ て いま す 。 木材 の 色 
は 建物 外観 に 合わ せ グ レー と いう 色 を 選択 。 


アン バー 


※ を 飲 


④ S さ ん ご 家族 。 ウッ ド デ ッ キ 部 に ある 段差 や 柱 等 の 注意 
箇所 に は 埋 込 型 の LED (発光 ダイ オー ド ) ライ ト が 設置 さ 
れ て いて 、 夜 景 シ ー ン の 演出 力 ア ッ プ に 加え 、 足 元 の 気付 
き の 明 か り と し て ほのか に あたり を 照ら し て くれ ます 。 


Ulannere comment 


みつ い ゆう き 
三井 勇樹 zz 


住宅 サッ シ が 白色 で エク ステ リア に 使わ れ て いた ア 
イ テ ム に は アン ティ ー ク 調 の も の が 多かっ た の で 、 
デザ イン 設計 の 段階 か ら ナ チュ ラル 系 の 色合い ・ 素 
材 を 使用 し た デザ イン 提案 を し まし た 。 ワ ン ち ゃ ん 
を お 庭 で 放し て 遊ば せ た い と の ご 要望 か ら 、 ウ ッ ド 
250 ンズ ベ が 5a 直 9 の BE で 92 まだ の (アツ エ 
ンス で 仕切 る の で は な く 、 自 転 車 利 用 が 多い ご 家族 
の 日 常 的 な 使い 勝手 と 将来 的 な 生活 環境 変化 も 考慮 し て 、 門 扉 を 2 ヶ所 設置 す 
る 等 の 工夫 を 加え て いま す 。 真夏 の 暑い 時 期 の 工事 で し た が 、 現 場 の 職人 さん 
こ 毎日 冷え を た スポ ー ツ ドリ ンク を 何 本 も ご 用 意 し て いた だ いた 奥様 の 細か な 心 
使い に は スタ ッ フ 一 同感 激 感謝 し て いま す 。 ま た 、 工 事 途 中 に も か か わら ず 、 ウ ッ 
ド デ ッ キ が 完成 し た 喜び の あま り 有 翌日 に さっ そく デッキ の 上 で 朝食 を 食べ られ 
た と いう お 話 を 聞い た 時 は うれ し く な り ま し た 。 芝生 の お 手入れ は 大 変 だ と 思 
いま す が 、 通 常 芝 生 よ り も メン テ が 少な く て すむ TM-9 を 使用 し て いま す の で 、 
毎年 緑 い っ ぱい の 芝 を 目ざし て お 手入れ が ん ば っ て くだ さい ! ! 


お 庭 で ワン ちゃ ん が 自由 に 遊び まわ れ た ら す て き で す 。 お 庭 を ドッ グラ ン に し て も よし 、 ウ ッ ド デッキ や ガー デン ルー ム 
を つく っ て も よし 。 床 面 は 芝生 や ワン ちゃ ん の 足 に や さ し い 舗装 材 に する と よい で し ょ う 。 ポイ ント は 、 ワ ン ち ゃ ん が 飛 


び 出 さ な い よう す は し て て 目 際 を づつ づ ぐ 9 


9⑨ 庭 を ドッ グラ ン 


広い お 庭 の 場合 、 お 庭 の 一 部 に ドッ グラ ン を 
設け る の も 楽し いも の で す 。 ワ ン ち ゃ ん は 芝 
生 が 大 好き で す 。 お 庭 に 出 て ワン ちゃ ん と た 
わ む れる の も 、 お 庭 の 使い 方 の ひと つ で す 。 
ウッ ド デ ッ キ を ワン ちゃ ん の お 庭 に する 場 
含 、i ウ i ッ ポ デ ッ ギ に 扉 を つげ る と 、 ウ ツイ ちゅ 
ん の 飛び 出し 防止 な ど 安 全面 で も 効果 が あり 
ます 。 カ ギ を つけ る こと が ポイ ント で す 。 ウ ッ 
ド デ ッ キ や ガー デン ルー ム は 夏場 に か な り 暑 
< な る の で 樹木 で 木陰 を つく っ た り 。 メ ェ エリー 
ド _.( 目 上 . け )) で 負 る し を 年 わ お ら サ る を よい や で 
3 


ワン ちゃ ん と と も に 遊べ る お 庭 と いう の は 、 
ワン ちゃ ん が いる お 宅 で は 必ず 出 て くる ご 希 
2 し ho: ワン ちゃ ん と 遊べ 

、 か つ 、 ロ ー メン デ ナ イ スズ の 話 が テー KR 
し な 。 FOIE RB LHe Ch 

し 、 雑 草 と り の 手間 が 少な く て すむ よう に 
『 家 半 給 深 電 幸 入 細 を 少し 残す こと で 、 
ワン ちゃ ん の 居場所 が で きま す 。 さ きら に 、 花 
増 を レン ガ で 比較 的 高く する と 、 ワ ン ち ゃ ん 
が 花壇 の 中 に 入ら な く な り ま す 。 こ うし た 工 
夫 で 、 ワ ン ち ゃ ん と 共存 する お 庭 が で きま す 。 


少し 土 の 部 分 を 残し て あげ ける こと で す 。 


に する 


指導 = 小澤 明 ( 庭 樹 園 社長 、E&G アカ デミ ー 東 京 校 講師 )、 レ イア 


ウト 松本 真由 美 (P.84 ~ 85) 


⑧ ウッ ド デ ッ キ に 扉 を つけ て ④ 広い お 庭 の 一 


ワン ちゃ ん の 飛び 出し 防止 。 


@ [青森 ヒバ 100% ウッ ド チ ッ プ | 
を 敷く と 、 抗 菌 成分 の ヒノ キチ オー 
ル が ワン ちゃ ん の オシ ッ コ や ウン チ 
の ニオ イ を 消し て ゆき 、 清 潔 感 の あ 
る お 庭 が 実現 し ます 。 防虫 効果 に す 
ぐれ 、 由 ヤダ ニ を 寄せ つけ ませ ん 。 
また 、 雑 草 の 生 育 を 抑え 、 腐 り に 列 
い の で 、 長 持ち し ます 。 


部 を ドッ グラ ン に 。 


「 青 森 ヒ バ 100% 
ウッ ド チ ッ プ 」 


内 容量 :50! 入 / 袋 、 

価格 :2,500 円 ( 税 ・ 送 料 別 ) 、 
敷設 量 :506 = 1m 

(標準 5cm 厚 )。 


本 


④ © リフ ォ ー ム 前 は 芝 庭 で 雑草 も 生え て 
いま し た が ( 諾 )、 リフォーム 後 は 、 真 砂 
土 舗装 材 や 自然 石 で ロー メン テ ナ ン ス の 
庭 に ( 右 )。 土 の 部 分 を 少し 残す こと で 、 
ワン ちゃ ん の 居場所 が で きま す 。 
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舗装 材 で ペッ ト の 足 に や さ し い 庭 に 


| ワン ちゃ ん を お 庭 で 思い っ きり 走り まわ ら せ た い 」| と 
思う も の の 、 雨 が 降っ た 後 な ど は 、 泥 だ ら け に な ら な 
いか 心配 で す 。 芝生 は 雑草 と り の 手間 が 大 変 、 コ ンク 
リー ト で は 足 を 痛め て し まい そう …。 そ こ で 、 お すす 
めし た い の が 透水 性 真砂 土 舗装 材 「 マ サド ミッ クス |。 
雑草 が 生え る の を 防ぎ 、 歩 いて いて も 土 の よ うな 感触 
で 、 固 まっ て いる の で 、 雨 が 降っ て も 汚れ ませ ん 。 ワ 


ン ち ゃ ん や お 子 様 に 安心 な 、 エ コロ ジー 素材 で す 。 


透水 性 真砂 土 舗 装 材 
「 マ サド ミッ クス 」 


真砂 土 舗装 材 は 、 真 砂 土 と 
いう 土 を 主 な 成分 と する 舗 
装 材 で 、 水 を か ける と 固 ま 
り ま す 。 雑草 を 防止 し 、 ぬ 
か る み を 抑え る 効果 が あり 
ます 。 写真 は 四国 化成 工 
業 (株 ) の プロ 仕様 の 真砂 
土 舗装 材 「 マ サド ミッ クス ]」 
で す が 、 類 似 の 商品 が ホー 
ムセン ター で お 求め に な れ 
ま 595 


〈 お 問い 合わ せ 先 〉 

四国 化成 工業 (株 ) お 客 様 相談 室 

Kg 0120-212-459 

(URL) http://kenzai.ShikOku.CO.jp/ 


④ 真砂 土 舗装 材 で ワン ちゃ ん の 足 に や さ し い 庭 に 。 自然 石 で アク セン ト 。 


真砂 土 舗 装 材 の 施工 手順 


① 下 地 を よく 固め て 、 そ の 上 に 「 マ 


と 
せい ち 


サミ カク スス を 出し コテ で 整地 


③ 約 1 日 乾燥 させ れ ば 、|「 マ サド ミッ 
クス | が 固まり 、 で き あ が り で す 。 


し ます 。 厚 さ は 3cm 程度 が 目安 で す 。 


85 


薄 塗り だ か ら リ フォ ー ム に 最適 ! 


水系 舗装 材 


[エク ラン EX」 


ァ プ ロー チ を 駐車 場 の 床 面 を 、 石 貼り や レン ガ 
調 に し た い 。 で も 予算 が 足り な く て … と いう 方 
8 の すめ な の が | エク ラン BBXI | エク ラン 
FX | は 、 天 然 の 砂 に カラ ー セ ラミ ッ ク を 配合 


し た 水系 千 装 材 。 カ ラー セラ ミッ ク を 骨 材 と す 


る た め 、 退 色 ・ 変 色 が な く 、 す ぐれ た 耐酸 ・ 机 の 湯 色 仕上 げ の 施工 例 。 
アル カリ 性 に よっ て 雨 や 汚れ に よる 劣化 を 抑え 間 還 還 還 上 還 
ます 。 深み の ある 多彩 な 色調 と ゆたか な 素材 感 
が 最大 の 特長 で 、 基 本 と な る 6 つの 色 の 中 か ら 2 
色 を 使っ た 「 混 色 仕 上 げ ] ノ 「 マ ー プ ブル 仕上 げ 」 
に よっ て 、 味 わい 深い 36 の カラ ー バ リエ ー シ ョ 
ン が 可能 で す 。 新築 は も ちろ ん リフ ォ ー ム で も 
OK。 あ な た も 、「 エ クラ ン EX」| で 新しい お 庭 
を つく っ て み ま せ ん か 『”Y 


取材 協力 = 四国 化成 工業 (株 ) 
レイ アウ トニ 松本 真由 美 (P.86) 


ず ず 


| 
| 
| 
| 
| 


の 施工 例 。 


④② の マー ブル 仕上 げ 
、 還 R:SEmeepy さ 


bd 


く < お 問い 合わ せ 先 > 
四国 化成 工業 (株 ) お 客 様 相談 室 
【】 0120-212-459 


(URL) http://kenzai.Shikoku.CO.jp/ 
( 左 ) の リ と オ ー ム 後 ( 右 ) 。 


施工 手順 


平滑 仕上 げ 


スポ ンジ 仕上 げ 


③ 上 塗 材 を 塗布 し ます 。 コ テ で 塗り つけ た 後 、 ス ポン ジ 仕 上 
げ の 場合 は スポ ンジ で 表面 を 軽く た た きま す 。 平滑 仕上 げ の 
場合 は 霧吹き し て 押さ え 、 コ テ 波 や 凹凸 を な じ ま せ ます 。 

※ 多 少 の コテ 波 は 残る 場合 が あり ます 。 


ラフ 仕上 げ の 場合 


① プラ イマ ー を 塗布 ② 着色 下地 材 の 塗布 


④ 目 地 材 を 除去 し た 
し ます 。 後 、 目 地 材 を 貼り 付 後 、 ト ッ プ コー ト を 
の た また 塗布 し て 、 で き あ が 
※ 目 地 な し の 場合 は 、 
着色 下地 材 は 不要 で す 。 


③ 上 塗 材 を 塗布 し ます 。 コ テ で 塗り つけ た 後 、 す ぐに コテ を 
使っ て 、 沙 面 に 凹凸 を 出し ます 。※ 有 厚 塗り する と 、 乾 燥 後に クラ ッ 
ク (ヒビ 割れ ) が 発生 する 場合 が あり ます の で 、 ど ご 注意 くだ さい 。 
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いつ も の 場所 を 、 価 値 あ る 空間 に 


出国 1ERK 歩き を 楽し む 


四国 化成 の 舗装 材 シ リー ズ 


大 然 石 舗 杯 ユー ツ ト 
| テ サ イン スト ー ン | 
天然 石 を 300mm 角 の メッ シュ シー 


こ 貼 り 付 けた 、 簡 単 施工 の 舗装 
ン ト で す 。 


化成 工業 株 式 会 社 武道 TEL.022(374)4110 神奈 川 TELO045(253)4111 中 TEL086(245)381 1 
- 末 4 不 工 いつ で 1 北 関東 TEL0493(62)4127 中 部 TELO58(705)0111 四 国 TELO877(58)521 
http://kenzal.ShIKOKU.CO.jp 東 京 TELO3(3451)4111 肖 殴 夫 TELO6(6339)4111 九 州 TELO92(431)4111 


くず れ か けた 堀 、 廃 りか けた ウッ ド デ ッ キ 、 茂り すぎ た 植 栽 使い 勝手 の 悪い 園 路 な と 、 問題 の ある お 庭 は スト レス の も と 。 


その まま 放置 し て お く と 危険 で す 。 今 すぐ リフ ォ ー ム し て 、 暮 らし や すい お 庭 に し まし ょ う 。 
指導 = 小澤 明 ( 許 樹 園 社長 、E&G アカ デミ ー 東 京 校 講師 )、 レ イア ウト ー 松 本 真由 美 (P.88 ~ 89) 


よく 見 る 玄関 前 の スモ ー ル ガー デン 。 湯 沸 
か し 機 の 室外 機 の 前 に 植物 を 植え た の で 、 
室外 機 か ら 出 る 熱風 の た め 、 植 物 が 枯れ て 
し まい まし た 。 室 外 機 の 位置 を 移動 で きれ 
ば よい の で す が 、 建物 完成 後 は か ん た ん に 
は 移動 で きま せん 。 室外 機 カ バー を つけ て 


さ た け 


も 熱風 は 当たる の で 、 そば に 草丈 の 低い 植 


か べ ぎ わ 


物 を 植え な お し て 解決 し まし た 。 壁際 に 花 に 
壇 を つく る 場合 は 、 室 外 機 の 位置 や 高き に @ @ リフ ォ ー ム 前 は 室外 
先 を つげ まし うに 機 の 熱風 で 植物 が 枯れ て い 
まし た が ( 左 )、 リ フォ ー ム 
後 は 、 そ ば に 草丈 の 低い 植 
物 を 植え な お し て 解決 ( 右 )。 


駐車 場 の 床 面 は 、 重 い 車 の タイ ヤ が 乗る の 
で じょう りな な 素材 お 使う の が ヨッ ツ で すず 。 
太 の 写真 の 例 の よう に 、- あ まり じょう ぶ で 
な い タ イル や レン ガ を 使う と 、 割 れ た りす 
る の で 、 施 工業 者 に よく 相談 し まし ょ う 。 
この 実例 で は 右 の 号 真 の よう に リフ ォ ー ム 。 
石材 を 貼る こと に よっ て 、 解 決し まし た 。 
既存 の タイ ル の 厚 さ が あま りな か っ た の で 、 
下地 を 解体 する と 、 よけい に 費用 が 発生 し 


て し まい ます 。 そ こ で 、 な る べく 薄く て じ ょ ーー ヤ 
> た の ② リフ ォ ー ム 前 は 、 あ まり じょう ぶ で な い タ イル だ っ た の で 割れ て し まっ て いま し た が 
うぶ な 石材 を 使用 し まし た 。 ( 左 )、 リ フォ ー ム 後 は 、 薄 く て じょう ぶな 石材 を 使用 する こと で 問題 を 解決 ( 右 )。 


敷地 の 狭い と ころ に 植物 を 植え る 時 は 、 植 
物 の 性 質 や 形態 を よく 理解 し て 植 栽 し な い 

右 の 写真 の よう に 大 きく 育ち 、 大 変 な 
こと に な り ま す 。 この よう な 場合 は 、 根元 
で 切り 、 ク レオ ソー ト な どの 防腐 剤 で 処理 
9 る と に 詩人 が 出 に く 1 く 9 たり ます 。 す NO で 


根 を 抜い て 処理 する こと が ベス ト で す 。 @ クレ オ ソ ー ト で 処理 する 
と 、 芽 が 出 に くく な り ま す 。 


昭和 ⑦⑰ 


oe は で 州 と 放り 穴 へ 時 OK へ 鞭 
(rr 國語 と し 人 き は は りり 界 ご べべ 


確 (全店 居 の 守 へ O 汗 征 航 上 


N 


の ⑳ 使い に くい ア 


i 
し た が 、 非 常に 歩き に くく 、 
泥 の は ね 上 が り で 汚れ が ち 
で 、 下 を た し か め な が ら 、 歩 
く よ う な 状態 で し た 。 


3 人 ES も 
ピー uses も 人 


人 リフ ォ ー ム 後 は 、 レ ンカ 敷き で 歩き や すく な り ま し 
た 。 メ ン テ ナ ンス の 手間 も か か ら ず 、 泥 の は ね 上 が り も 
あり ませ ん 。 加工 し た レン カ で 、 変 化 に 富ん だ 花壇 に 。 


の 子ども が 遊ん で いて 、 レ ン ガ 
部 が くす れ そ し まっ て 、 大変 

危険 な 一 例 で す 。 

③ 堀 の 形 に こだわ り 、 安 全 性 ・ 

安定 性 を 欠い て いま す 。 子ども が 

乗っ た り し た ら 、 非常 に 危険 で す 。 


⑥⑯ フラッド デ ッ キ の 根太 は 腐ら な い 


の の リフ ォ ー ム 前 の ウッ ド デ ッ キ 。 表 面 も 傷ん で き て 、 根 太 の 部 分 が 腐り は じ め て いま し た 。 
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プロ ー チ は 歩き や すく リフ オォ ー ム 


凛 関 まで の アプ ロー チ 』 た だ 歩く だ け で で は 
も っ た いな い ス ペー ス で す 。 人 が 歩い た り 、 
自転 車 が 通る に は 、60cm の 幅 が あれ ば 十分 。 
りか ク 7 ドー ジョ の の 0( ボ ( 他 で 共 か イ ウツ ベー リ まじ よ と つ で 
低め の 花壇 な ら 、 圧 人 迫 感 も あり ませ ん 。 花 
が ある と 、 歩 く の が 楽し く な り 、 お 客 様 も 
心地 良く お 迎え で きま す 。 


⑬ レン ガ を 積み 上 げ る 時 は 必ず 鉄筋 を 入れ る 


左 の 写真 は 、 建 売 住宅 の エク ステ リア 工事 
の 例 。 レ ン ガ を あま り に も 細か く 、 鉄 筋 も 
な し で 積み 上 げ て 、 こ の 結果 で す 。 子ども 
は ee ょ っ た り し て 遊ぶ こと を 考え れ 
、 非 常に 危険 で す 。 目地 セメント も か ん 
トモ 
よう に 、 形 に こだわ りす ぎる と 、 安 全 性 を 
欠く に 人 を に を りり ます 5ー レ シ ガ 才 積み 政 ザ る 
場合 は 、 必 ず 鉄 筋 を 入れ る こと を 忘れ な い 
うに 注意 し まし ょ う 。 


アル ミ 材 を 


カカ ウド デ リッ は 、【 表 洒 條 は よじ っ か ゆり し て 
いる よう に 見 えま す が 、 ( 得 語 時 才 吉 | 
デッキ の 根太 (土台 ) 部 分 は 、 与 真 の よう に 、 
腐っ て いる こと が 多い も の で す 。 そ の た め 、 
根太 は 、 腐 ら な い ア ルミ 材 を 使用 する と よ 
RI う 。 ま た 、 デ ッ キ 本 体 の 素材 ! 

テ ナ ン ス の 必要 が な い ア イア ン ウ ッ ド 
hh 
太 の 部 分 に 腐ら な い ア ルミ 材 を 使い 、 本 体 
は (イワ レッ メド を (人 蛋 多 食 、 メ ン テ サ レシ レス 
フリ ー で 半永久 的 に も つ ウ ッ ド デッキ が で 
き あ が り ま す 。 


古き 良き も の を 再 利用 する アイ デア 


庭 づ くり で は 、 古 い 構 造物 や 素材 を で きる だ け 再 利用 する の が 賢明 で す 。 特 に 、 ガ ー デ ン リ フォ ー ム 工事 で は 、 巡 存 物 を 
再 利用 する こと に より 、 解 体 撤去 費用 や 産業 廃棄 物 の 処分 代 を 抑え 、 工 事 全 体 の コス ト を 下げ る こと が で きま す 。 


ア と 工夫 し だ いで 、 元 の も の と は まっ た くち が っ た も の に 生ま れ 変 わり ます 。 


指導 王 小澤 明 ( 庭 樹 園 社長 、E&G アカ デミ ー 東 京 校 講師 )、 レ イア ウト 松本 真由 美 (P.90 ~ 91) 
か け ひ 


@⑯ エア コン 室外 機 の パイ プ を 加工 し て 算 を つく る 


いら な く な っ て 廃棄 する し か な か っ た エア 
コン 室外 機 の パイ プ を 利用 し て 、 筑 の 代用 
こじ まし た 。 春 ば は ば は サイド に 穴 が あけ て あり 、 
水滴 の 音 が 聞こ えま す 。 そ し て 、 余 分 な 水 
は その 穴 か ら サ イド の 花壇 へ と 流れ る よう 
ほな っ! で いま 宮 。 


※ 外 (か け ひ ) … 竹 や 木 の 欄 の 中 に 水 を 通し 、 手 水 。 
鉢 な ど に 水 を 落と す 設備 。 フ 


プ を 加工 し て 石 柱 に か ら ま 

は せ 、 邊 の 代用 に SW 
ドル 穴 か ら サ イ 
ド の 花壇 へ と 流れ ます 。 下 
草 は トク サ 、 樹 木 は 本 霧島 
ツツジ 、 高 さ 1.5m。 

し i 


@ 占い テラ コッ タ 鉢 と 石臼 を 花台 


右 の 例 で は 、 使 わな く な っ た 吉 い 石臼 を 花 
人 に 再 利用 し まし た 。 テ ラコ ッ タ (素焼き ) 
鉢 は カラ ワー コン テ ナ 立 水 栓 に 。 テ ラコ ッ 
タ 鉢 の 立 水 栓 の 上 部 を 花壇 に 利用 し て いま 
す 。 テ ラコ ッ タ 鉢 の 底部 に 給水 管 を 設置 す 


見 せる 立 水 栓 、 使 っ て 楽し い 立 水 栓 


こ な り ます 。 


④ 使わ な く な っ た 古い 石臼 。 ⑭ 給水 管 の 蛇口 を ④ フラ ワー コン テ ナ 
さ 記 口 を つけ に 、46 村 に 秋 放 。 取り 付け た 状態 立 水 栓 の で き あ が り 。 
な ん と も いえ な い 雰 囲 気 の 、 1 EE RR 
味 の ある 花 増 に 早変わり 。 


© 石臼 の 上 に フラ ワー コン テ 
ナ 立 水 栓 を 設置 し て 、 季 節 の 草 
花 を 植 教 。 コ ン テ ナ の 植物 は コ 
リウ スー ニー ュー サテ - ラ シト ドー か ツマ 
ユキ カズ ラ 、 下草 は レモ ン バ ー 
ん 和 を に ト め に なの 
ガザ エ 攻 中 尽 生 三角 ジコ 
ウン ジン 、 右 の 樹木 は イチ イ 。 


使わ な く な っ た 
防火 用 の 容器 。 


④ お 庭 の オブ ジェ と し て 。 


④ 発泡 スチ ロー ル の 箱 の 中 に 水草 
PP (ウォ ー タ ー マ ッ シュ ルー ム ) を 植え 込 
④② 手づくり の ビオ トー プ ガ ー デ ン の で き あ が り 。 み 、 下 に レン ガ の 重り を 取り 付け ます 。 
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みず ば ち 


古い 見 や 石臼 ・ 水 鉢 な ど は 、 さ ま ざ ま な 形 
で 再 利用 する こと が で きま す 。 た と えば 、 


えん ろ 


古い 貞 を 花壇 や 園 路 の 仕切 り と し て 用 いた 


し きい し 


り 、 古 い 石 白 を 敷石 に し た り 、 水 鉢 を 花壇 
に し た り と 、 別 の 機能 と し て 利用 で きま す 。 


ここ で は 、150 年 も 前 か ら あ る 所 を 、 オ 
ブ ジ ェ や 照明 と し て 再 利用 し て いま す 。 


の 使わ な く な っ た 石臼 を リサ イク ル し た お 庭 。 


古い 鉢 や 電 も 、 工 夫 し だ いで 賢く 再 利用 す 
る こと が で きま す 。 左 の 写真 の 実例 で は 、 
発 旬 スチ ロー ル の 箱 の 中 に 水草 (ウォーター 
キッ キン フレ ーー 六 す サ そ を 人 人 介 込み で ーー ド に 導 イ セー が 
の 重り を 取り 付け て 、 古 い 吉 の 中 の 水 に 入 
7 で いま たり ご の よう に 、 洲 面 た か 人 て 
楽し むこ と が で きま す 。 水 の 中 に メダ カ を 
業 れ で お ぐま 、- 水 が 初 れ に くく - 人 り 0- ま す も 
手づくり の ビオ トー プ (動植物 の 生息 空間 ) 


が で き あ が り ま す 。 


ー テ ン リ フォ ー ム 工事 の 依頼 の 仕 万 


カー デン リフ ォ ー ム 工事 の 流れ は 、 家 の 建築 と 同じ で す 。 イ メー ジ を も ち 、 予算 を 決め 、 施 工業 者 を 選ん で 依頼 し 、 プ ラ 
ン や 金額 を 検討 し て 施工 。 仕 上がり に 満足 すれ は 支払 い ・ 引 渡し に な り ま す 。 ボ ポイ ント は 、 で きる だ け 実 物 を 見 て 、 じ っ 
くり プラ ン を 練っ て 、 信 頼 で きる 施工 会 社 を さがし て 契約 を 交わ し 、 依 頼 し て 施工 する と いう こと で す 。 こ こ で は 、 ガ ー 
デン リフ ォ ー ム 工事 の 依頼 の 流れ を みて み ま し ょ う 。 取材 協力 ニ (株 ) タカ ショ ー、( 有 ) 庭 樹 園 、( 株 ) LIXIL、 レ イア ウト = 松本 真由 美 (P.92 93) 


] 雑誌 や 展示 場 で イメ ー ジ を も つ 


| 
まず 、 り リラ フォー ム 後 の お 庭 の イメ ー ジ を も ち ま し ょ う 。 リ フォ 
ー ム の 目的 を よく 考え て 。 ラ イフ スタ イル の 変化 や お 子 様 の 成 
長 に 合わ せ て な ど 、 目 的 に よっ て 、 ど の よう な 庭 が 必要 な の か 、 
考え て みる こと で す 。 ま た 、 施 工 す る スペ ー ス も 把握 し て お き 
入ら ッ プ し た り 、 
エク ステ リア メー カー の 展示 場 に 行っ て 、 実 物 を 見 る の も よい 
Eo 

一 番 で す 。 


予算 の 目安 を 決め ます 。 お 庭 は 、 規 模 や 仕様 に よっ て は 意外 に 
お 金 が が か か る も の で す 。 現状 で 、 ム リ な く 支 払え る 金額 を 算定 
し まし ょ う 。 施工 業者 に と っ て も 、 た と えば 「100 万 円 で 庭 を 
時 da 


6 地域 か ら 検 索 


wis や すく な る か ら で す 。 金額 が 大 きい 場合 は 、 分 割 工 事 に する こ 
ガー テン I 
リフ ォ ー ム ロー ン の 
90 方 湊 で すず 。 


1 施工 業者 を 選ぶ 


予算 が 決ま っ た ら 、 施 工業 者 を 選び まし ょ う 。 ポ イン ト は 、 
の 会 社 の 施工 実例 を 見 る こと で す 。 イ ンタ ーネット で 施工 業者 
の ホー ムペ ー ジ に 出 て いる 施工 実例 を 見 て も よい し 、 近 所 で 施 
工 実例 が あれ ば 、 一 番 わ か りや すい で し ょ う 。 迷っ た ら 、 口 コ 
ミ が ベス ト で す 。 気に入っ た 施工 実例 が 見 つか り 、 施 工業 者 の 
連絡 先 が わ か っ た ら 、 柄 極 的 に 連絡 を と り ま し ょ う 。 気軽 に 相 
談 に 応じ て くれ る は ず で す 。 


92 


= ルル = 
Xx ロロ 


4 澤 施工 業者 に 現地 調査 


<} 平面 図 ( 左 ) と パー 
ス ( 右 ) 。 パ ー ス の 方 が 平 
面 図 よ り わ か りや すく 、 
イメ ー ジ を も ちや すい 。 


= レン ガ を 使っ た 施工 現 
場 ( 左 ) と レン ガ の 写真 ( 右 ) 
レン ガ の 色 な ど は 特に 実物 
見 深 坊 が まい で じょう 。 


施工 現場 。 長 
い 工 事 の 時 は 
完成 が 待ち 遠 


較 完成 し て 満足 
で きれ ば スム 
一 ズ な 支払 い 


し いも の で す 。 


・ 見 積 り を 依頼 する 


手工業 者 が 決ま っ た ら 、 現地 調査 ・ 


設計 ・ 見 積 り | を 依 融 し まし の 。 良心 
、 施 工 主 の 希望 を 聞い て 、 い くつ か プラ ン を 出し て くれ 
最近 は CAD (コン ピュ ー タ ー で 作成 し た 図面 ) な ど で 、 か な り リ 
(見 取り 図 ) が 見 られ ます 。 施工 業者 に も 、 建 築 図 面 を 見 る 
だ け で は な く 、 現 場 を 見 て 判断 し て も らい まし ょ う 。 見 積もり は 通常 無料 
で す が 、 図面 (平面 図 や パー ス ) を 作成 する と 、 デ ザイ ン 料 を 要求 され る 
昌 合 が ある の で 、 有 料 か 無料 か を 事前 に 判断 し まし ょ う 。 相 見 積 り は 2 一 
3 社 で と れき 十分 で す 。 


的 な 施工 業者 な ら 
電 の 
アル な パー ス 


還 時 2 ラ の 2 あま 泊 人 の 5 いた ずら に 工期 を 長 
引か せ 、 支 払い 金 額 が か さむ 原因 で す 。 施工 主 は よく 考え て 決定 し まし ょ 
う 。 パ ー ス の 変更 や 再見 積 り を 重ね て も 、 あ と で 後悔 する より は まし で す 。 
た と えば 、 レ ン ガ の 色 な ど は カタ ログ で は 色合い を つか み に く く 、 現 物 を 
見 せ て お やら っ 方 が あい で し ょ う 。 どの 囚 明 気 が よい か 迷 ド っ た ら 、 施 工業 
者 に まかせ まし ょ う 。 工期 が 長い 場合 な ど 手 付 多 (着手 金 ) を 支払 う ケ ー 
ス も あり ます 。 工事 金額 の 30 ~ 50% が 目安 で す 。 


プラ ン と 金額 に つい 合意 し た ら i 施工 主 が 現場 に 立ち 
会 える の が 一 番 良 いこ と で す 。 机上 の プラ ン に 沿っ て いて も 、 いさ 施工 を 
は じ め る と 、 細 か いと ころ で 、 ど うし た ら よ いか 、 と いう 場面 が 必ず 由 て 
きま す 。 施工 業者 が 現場 で 、 プ ラン で は こう な っ て いる が 、 こ うす れ ば も 
っ と 良く な る 、 と いう 場合 、 施 工 主 が 即断 すれ ば 、 作 業 が スム ー ズ に 、 よ 
り 良 く 運 ば れ ま す 。 一 番 大 事 な の は 、 施 工 主 の 「 良 か っ た | と いう 声 で す 。 
施工 業者 も 施工 主 に ほめ られ れ ば が ん ば り ま す 。 お 庭 は 、 業 者 だ け で つく 
る の で は な く 、 施 工 主 と の 共同 作業 な の で す 。 


施工 が 完 了 し た 5 NO 放 工 キ が 仕上 が り に 満足 し た か ど 

うか が ポイ ント で す 。 満 足 度 が スム ー ズ な 支払 い に つ な が り ま す 。 不 満 な 
と ころ や 、 も っ と や っ て ほし いと ころ が あれ ば 、 完 了 前 に キチ ン と し た 場 
所 (現場 ) で 説明 を も と め ま し ょ う 。 納得 が いか な いと ころ が あれ ば 、 追 
加工 事 を し ます 。 後日 別 な 工事 と し て や る より は 、 効 率 的 で す 。 満足 で き 
た ら 、 施 工業 者 か ら の 請求 書 の 支払 い 期 限 に し た が っ て 支払 いで 完了 で 
す 。 確認 一 納得 一 支払 い の 順 で す 。 


施工 会 社 一 覧 


本 誌 で すてき な ガー デン リフ ォ ー ム 実例 を 披露 し て くだ さっ た 施工 会 社 さ ん を ご 
すべ て 、 プ ラン ニン グ か ら 施 工 ま で 一 貫 


※ 季 刊 誌 『 エ クス テリ ア & ガ ー テ デン 』 の 公式 ホー 
http://blog.boutique-sha.co.jp/exterior/' で も ご 覧 に 


(P.94-95) 


アウ ト テ 梁川 綾香 


し て 依頼 で きる 会 社 で す 。 ご 気軽 に ご 相談 


紹介 し : 表 。 
る で 


ー ム ペー ジ 
な れ ま す 。 


( 有 ) 庭 樹 園 < て いじ ゅ えん ) 


自社 の ガー デニ ング 
RR 
テラ ス | が ある た め 、 
豊富 な 樹木 ・ 草 花 を 
使っ た 緑 あ ふれ る 外 
構 と お 庭 を 提案 し て 
お り ます 。 メー カー 
商品 と 手づくり 品 を 
組み 合わ せ て 、 オ リ 
ジ ナ リティ の ある お 
庭 づ くり を 心がけ て 
お り ま す 。 


東京 都 練 馬 区 高松 6-3-21 

8 03-3996-8211 FAX.03-3996-8412 
(URL)http://www.teijuen.co.jp 

(E メー ル )green-terrace@ teijuen.co.jp 
受注 地域 練馬 区 


(株 ) ひま わり ライ フ 


仕上 が りや 仕組 み の 
分 か る 展示 方 法 。 見 
て 机 き 、 お 客 様 自身 
に も 思い も よら な い 
発想 が 生ま れる 空間 
創り を 心がけ て いま 
す 。 夜 の ライ ティ ン 
グ を うま く 溶 け 込 ま 
せ 、 他 に は な い 満 足 
度 の 高い ご 提案 を お 
任せ くだ さい 。 


人 @ 西 神戸 店 


毎週 水曜 日 定休 


東京 都 


スペ ー ス ガー デニ 


住む 人 の オリ ジ ナ リティ を 重視 し た 外 構 
と 庭 を 提案 し 、 ラ イフ スタ イル に 応じ た 
生活 シー ン を 演出 、 特 に 自然 素材 を 使っ 
た リニュ ー ア ル 工 事 を 得意 と する 。 住宅 
展示 場 の 一 角 に ガー デン & エク ステ リア 
総合 展示 場 が あり 、 植 木 も 常時 販売 中 。 


倫 訟 合 受 付 還 0120-199-732 

人 @ 析 展示 場 店 柏 市 新 十 余 二 15-2 

( 住ま いる パー ク 柏 の 葉 内 ) 

BB 04-7197-6606 FAX.04-/197-6603 
人 @ 八 千代 店 八千代 市 緑が丘 1-1104-3 
8 047-480-3939 FAX.047-480-3940 
@ さ いた ま 展 示 場 店 

さい た ま 市 北 区 別所 町 61-3 

会 048-780-2084 FAX.048-665-2094 
(URL)http://Www. S-gardening.Com 
受注 地域 東京 東部 ・ 千 葉 県 北西 部 ・ 茨 城 県 南部 ・ さ いた ま 市 


( 株 ) ウエ シン 


家 を 訪れ る 人 も 、 帰 宅 す 
る 家族 も 、 最 初 に 目 に す 
る の は エク ステ リア で すず す 。 
首 行 く 人 が 素敵 だ な と 思 
う 、 家 に 帰る の が 楽し み 
に な る 、 休 日 は 遠く へ 出 
か ける より 我が家 の 庭 で 
過ごし た い …。 ウエ シン 
は そん な 屋外 空間 づく り 
の お 手伝い を 致し ます 。 
エク ステ リア & ガ ー デ ン 
の 展示 スペ ー ス ueshin's 
garden 環 (Loop) を 併設 。 


(URL)http://Www.hima-Wwdari.CO.jD/ 
(E メー ル )exterior@hima-wari.CO.jD 


兵庫 県 神戸 市 西区 伊川 谷町 井 吹 55-3 


リー デン ルー ム か 、 
gg 0120-511-286 カー デン の ほ 


兵庫 県 神戸 市 東灘 区 岡本 4 丁目 8-11 


使っ て いる 素材 は 約 100 


@ 北 神戸 店 受注 地域 兵庫 県 ・ 山 口上 i ggg 0120-090-028 
兵庫 県 神戸 市 北 区 道場 町 平田 1070-1 0 ンー 講 0 公 078-431-6868 

gg 0120-335-670 i i FAX.078-431-7110 

@ 山 口 店 2 の (URL)http:// ueshin.jp 

山口 県 山口 市 朝田 582-6 RI (E メー ル )ueshin@kobe.email.ne.jp 


gg 0120-112-864 


受注 地域 兵庫 県 ・ 大 阪 府 
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遊 許 同 流 (ゆう て いふ うり ゅ う ) エコ ガー テン 


| 家 ( い え )| 十 |「 庭 (に わ )] = 「 家 庭 ( か て い )」。 

遊 庭 風 流 は 「 家 ] と 「 庭 |] が 共に 完成 し て 、 住 みや すい 素晴らし い | 住宅 」 
が 完成 する と 考え ます 。 北九州 地域 の 本 店 (600 坪 )、 福 岡 地域 の 福岡 東 店 
(400 坪 )。 特 色 は 様々 な 独自 の 素材 を 多用 し た モデ ル ガ ー デ ン 。 実物 の サ 
ンプ ブル も 数 多く 展示 し て いる 大 き な 展 示 場 で す 。 ガラ ス 素 材 と ライ ティ ン 
グ の モデ ル ガ ー デ ン も 必見 。 ホー ムペ ー ジ に は 約 1.000 件 の 施工 事例 を ジャ 
ン ル 別に 大 公開 !! 毎日 更新 し て いる ブロ グ 「 遊 庭 風流 徒然 日 記 ] も 話題 で す ! 


久本 店 

福岡 県 中 間 市 岩瀬 4-15-41 

ggg 0120-322-880 

会 093-243-4880 
FAX.093-243-4881 

人 福岡 東 店 

福岡 市 東 区 和 白 東 1-25-16 

gg 0120-968-080 

BB 092-410-7008 

FAX .092-410-7016 

(URL) http://www.yutei-furyu.co.jp 
(E メー ル )info@ yutei-furyu.co.jp 
受注 地域 福岡 県 全域 


福岡 県 


0⑧ 下関 店 区 3 0120-959-898 
る ⑧ 小 倉 店 3 0120-993-220 
@ 八 幡 店 区 3 0120-922-951 
欠 守 像 店 区 3 0120-282-394 


人 新宮 店 区 3 0120-040-941 


本 福岡 店 本 3 0120-929-951 

@ 南 福岡 店 gE 0120-926-941 

@ 江 紫野 店 0120-944-941 

lc 久留米 店 本 0120-921-942 

aa i * @ 大 牟田 店 本 0120-944-600 
各店 と も 、 庭 づく り の 参考 と な る モデ 坦 佐 賀 店 。 西 0120-988-339 


ルカ ガー デン を 展示 し て お り ま す 。 店 内 
に は 当店 の 施工 物件 を ビフォー・ ア フ 
ター の 写真 と 費用 、 担 当 の 解説 和信 で 大 
公開 中 で す 。 ご 来店 の 皆さま に 大 変 参 
考 に な る と 好評 で す 。 グッズ ・ 人 花苗 ・ 
鉢 な どの 販売 、 カ ルチャ ー 教 室 も 行っ 
て お り 、 気 軽 に 遊び に 来 て いた だ ける 
ガー デン ショ ッ プ で す 。 詳し く は 

ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


(URL)http://www.ground-f.com 

(E メー ル )info@ground-f.com 

受注 地域 福岡 県 近郊 ・ 佐 賀 県 ・ 
山口 県 下関 市 


エク スラ イフ 岡山 県 


ーー 「 お 庭 を も っ と 生活 の 中 へ 。」 を コン セプト に 、 お 庭 を お 客 様 の 生活 に 近 
い 存 在 と し て 感じ て 頂け る よう な デザ イン ・ 設 計 ・ プ ラン ニン グ を 心掛け て 
いま す 。 まずは お 客 様 と の 信頼 関係 を 通じ て …。 様々 な 角度 か ら ラ イフ スタ 
イル に 応じ た 新た な 提案 が で きる と 信じ て いま す 。 多彩 な ライ ト ア ッ プ で 彩 
られ た | 夜景 も 楽し め る 展示 場 ] へ 是非 お 越し くだ さい 。 


ゆす 
人 


岡山 県 備前 市 浦 伊部 341-1 
谷 0869-64-2443 
FAX.0869-63-3443 


(URL) http://www.exlife.jp/ 
(E メー ル info@exlife.jp/ 
受注 地域 岡山 県 全域 ・ 兵 庫 県 西部 


「 エ クス テリ ア & ガ ー デ ン 』 


イイ 4 
ョ リナ アル リリ 村 
HOME 会 社 案内 キー ワー ド 検 索 検索 箇 件 を 入力 くだ さい [ 検 吉 」 
定期 雑誌 ッ ト す 半 料理 固 本 住ま い - COEr ガ 電電 5 コナ その 他 
学園 施工 会 社 マ ッ プ 本 いい 
村 ) ラ イフ スタ イル (株 ) ヴ リー ン 赴 國 i 旋 93 が 
番 森 県 で ラッ 5 ャ マーラ 思 る 画 
(株 ) プ ジ ケ ン 池 名 館 ーーーーーーーーーーーーー ーーーー ーー 
牧田 県 社員 募集 の ご こ 素 内 
(用 ント リー ガー デ > ーーーーーーーーーーー 
TT 嗣 Boutique-sha 
(株 人 トー タル エク ステ リア エク ステ リア モミ の 木 a Online Shop 
ワン ガー デン ( 細 ) 東 海 エ クス テリ ア の 要 こ ムペ ー ジ で プア ッッ ク 社 の 
群馬 県 


(二男 粧 ( そ うえ ん し ゃ ) 書店 様 、 手 革 店 様 は 
橋 木 上 ル こち ら も ご 覧 下さ い 

エク ステ リア ・ ガ ー デ ン Taa9 ( 有 ポ ボーム ・E・ ワ ー ル ド [ ー 本 の 出版 に 向け た 企画 や 作品 の | 
| 


Ek お 持ち 込 
ガー デン ルー ム よし むら BREEZE GARDEN 、 プ 商品 に 関す る お 詫び と 訂正 
ハッ ピー ガー デン (株 珠 流 ラン ドス ケー ブ 


International 
Japgrtrigr Biag 


スペ ー ス ガー デニ ング ( 牧 ) ( 有 ) エ ム エ ヌ ノー ザン ライ ツ 
は 」 ( 和 株) ラー パン ト ガ ー デ ン 
Ee 


季刊 誌 ! エ クス テリ ア & ガ ー デ ン 』 の 公式 ホー ムペ ー 
ジ で は 、 過 去 に 『 エ クス テリ ア & ガー デン で 掲載 さ 
れ た 全国 の 施工 会 社 を 都 道 府 県 別 に 表示 し て いま す 。 
[エク ステ リア & ガー デン の 公式 ホー ムペ ー ジ 
http://Dblog.Doutique-Sha.Co.jp/exterior/ 


施工 会 社 の ボー タル サイ ト 


本 誌 掲載 の 施工 会 社 の 受注 地域 以外 に お 住ま い の 方 は 、 以 下 の ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 くだ さ 
い 。 全国 の エク ステ リア 施工 会 社 が 都 道 府 県 別 に 網 羅 され て いて 、 業 者 選び に 便利 で す 。 


EE で | | 
3 er | 
6 


エク ステ リア ・ 次 ・ カ ガー デニ ング の ボー タル サイ ト リフ ォ ー ム ガー デン クラ プ に よう こそ 『 
OD cor-VenNrt Mh 


「 麻 ・ 回 らし 」 づく り は 、 リ フォ ー ム ガー デン クラ ブ か ら 
家族 を は ぐ く む 、 


er 用 E の ある 暮らし 


リフ ォ ー ム 店 を 探す >> 


お 客 様 の ご 要 太 を 叶え る バー トナ ー を ご 紹介 させ て いた だ きま 
i 


3 《 太 半 結 地代 に より 殺 過 きれ 友情 幸 に は 心 まり お 敵 い を 0 し 上 げ ま す 。 肝 隊 の 條 合 と ーH も W で より 導い た し 
tA 施工 例 を 探す 多 11,477 操 
18 企 


i ーー5 > 4 
| 


まとめ て ね お 問い の も 

貧 に な を と ころ に 

人 本 合い 信 pt ! a i 
i 1 8 il 6 出 | 

| | ii snova Vs 1 a | 

| | ya i 1 は } 
| 2 | A ki Nm | 
{ | ベラ ンダ に 褒 し の せせらぎ 主義 応 将 直 の ト 1 ダイ シン 施工 洋 庫 爽 っ 下 の ⑦ が ラス 内 プロ 
EE | 3 ルム: ( 


日 本 最大 級 の お 庭 づ くり ネッ トワ ー ク 


| タカ ショ ー リ フォ ー ム ガー デン クラ ブ ] 
http://rgc.takasho.jp/ 
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FLIXIL リフ ォ ー ム ネッ ト ] 
http://lixiLreform.net/ 


回 哨 還 缶 ) 
I 


指 唆 " PN の 2 HRAK ト Sr に 
肖 路 8 「 選 旬 所 還 」「 須 必 」 
JJ6 ン 恩人 SN9 必 号 " 

トマ ・K そ RT 

所 抱き 円 因 RN シズ 8 写 篤 科 忘 
DEKOt 師 補色 科 で 丸太 速 " 丸 
aJse46A へ 生き 代 ユ ー 慎 記 短 宮 
sj 

ト て ト へ 紫 長 (っ や ゃ 8) 

に < で に ト に へ (部) 起 寺 い 仙 つ ビ 上 温 
注 8 涯 いや RPS" 際 と 
nhHAKS う や 革 る ぐ @Sh@? 

トト て に ト へ いか z 

剖 ぐ で の 避 屋 る 次 ? 
トト へ ハ 世 職 ( ゅ でる) 

に で に へ ( 占 ) し し 丸 記 障 
トト ロー 中 

記 会 心 競 蛋 り 明 OsG 咽 弓 ? 

上 っ つ (SQ っ 刀 つ ) 

鬼 四 補 志 や Ne 缶 吉 電電 や 8 表示 
SON PP きき きき ヘー 
会 羽 雪 男 6 や 移る 人 なけ 拉 恒 
8 茶 じ 誠 っ 握 つ " せく で る 5 
中 宮 ( 合 ・ 念 宗 ・ 思 科 A0) 内 皇 
=m 

ト た へ トト て ー い う きい へ ボ R 

抽 ぐ 規 束 下り る へ へ 所 ? 
| 給 全 人 鶴 選 つっ Pe” bb 2 Re 
"Ne" 舟 要 避 属 れる し 大 倒 交 Ke" 
吐 奄 己 替 > や Pe ぶ ^ 忠 り 疾 で 補 愉 
や SL RRRR 584) で 48 手 く 
ja 

て ハハ ペー ロロ へ へ で 

人 規 氏 へー ヘー そそ トロ NAS | 
時 まそ ・ 際 ・ 型 会 事 不 
りり ミー ハハ と に トト ロー トト 8 舞 夫 己 
ER 還 現 はお 中 信和 ふさ シレ 
3 ツン 人 区 移民 keS も し ^ 映 基 息 計 
2o4Q 雪 り mn の 某 丸 ポ 選 会 ちゅ % 避 
ンス ? 淀 塞 個 穴 りお 如 ン ” 記 団 
会 4R あ PK きき W 疫 雪 つろ? 
か こと トト > t 

KP ORREN ET (CD) 
終 得 来 会 SG 状 菜 G 陣 補 壁 喝 
赴 - ご 和 へ 会 の 衣 妃 暴 人 ぶ 玉 や 人 
Pv sR? 


HK トト D> トト 
個 電 りお 弟 球 ぐ 率 鑑 " 率 加 " 口 尾 
し 5 製 惑 緊 凌ぐ 奈 胃 り 違 家 沈 ? 


爾 坪 届 向き 志 中 太 ” 静 構 ぐつ で や 
ae 率 可 ・ 末 改 S4G 唆 紗 " 雇 呆 や 
写 ^ 中 トト ロー 湯 穴 " 麗 巡 
32J9 析 コン AKG の ST る 作 ひ 
SS 握 党 じ 及 て yk 

Le (HNK ト ー ミ ツー) 
祝 記 補記 福 四 ” 培 恩 議 福 軸 瑞 
天 杏 民 下 家電 さく ミロ リー 和 を 再 
ゴ 製 軟 共 天 りつ し 写 攻 人 め 応 
N9” 四宮 喝 " 鷺 に " 講 医 S) 
き 製 就 閉 英 き 8 会 記 際 ベー テ 
IIPS 2 8° 


岡 弘 (en) 
Es i に 


匠 夫 司 SS 思 ポ 刷 夫 愉 前 由 雷 科 
会 補 8° つく 編 る 是 を か 人 公 を 
人 私 和 キ 固 つ 丸 事 ゴロ 忌 お 
SR mm ロー ロ 人 くし 口径 守り 
志 此 や Re 咽 率 計上 歌 * 
ポポ 屋 8 規 配 0S" る" 選ぶ で 
や きき 製 坪 率 折 き 提 細 会 溢 角 紀和 8*e 
夫 和 会 容 e 8 色 穫 祝 会 溜 熊 ? 
ポー ミー ント 

属 埋 2K か そそ を と つい ピ 居 ン 肛 ^ 月 
K ホ つつ ト 凌 距 し 宝 さ ー 公 し ス 
を 人 穫 陣 公 器 避 ゴ 会 て で 
WE SS" 

ホセ ホー ト へ Ka 

HK トト SA まそ へ 刷 具 So 
N° 逝 意 忌 還 つい 棟 立 8 応 穫 
Ka& ふ てき 揚 宗 称 枯 壮 避 毅 窒 
SA? 

或 中 記 喉 (8 を pp で つら ) 
居 皿 WW ぐ 記 障 ぐ 心 ” 副 8 き 距 容 
8 選ぶ そ のめる 草 生 で の で ぐ " 


⑤ 


ドー モミ ーー 
敵 窟 CSS ペー 亜 寄 MS の 
SE た こす 5 ただ に つ た こさ べく 


赴 世 ( ネ やや mo) 

に ra くに た に 
De" 

R ポ PP セ 


折 感 きき 拭 咽 ( 維 生 を ) ぐり っ 


民 面 半 皿 屋 NN の 会 マン" 投 S せ S 苦 
IE 

立 閉 0 (生き 祈 の ) 

| 航 き 究 世 会 ご 寝 抽 会 き 穫 会 計 ペ 
レス ぃ Q 環 避 " 

| 隊 R (op) 

代 ぐ 払 避 人 やじ いび ン "NN 
ふ ニ ーー 共 ぐ 民 ” 近代 民 G 款 架 
弄 移 KG@ 月 っ の Sh 

畠 叩 型 ( ン ゃ や 人 台 つ ) 

所 坪 提 所 くい ンマ 9 本 民家 拉 尼 
お HA NN 
ぐ 玉 4Q や ar 紹 以 G 六 
EH 
中 謀っ つる 9" 

補 震 弓 ( ン い 飲 宮 つっ ) 

壁 志 は 220 ぐ MA し 宮 る ワレ 
8 ン 8 谷 で 更 角 如 克 和 電 0 
La 

ヽ ロ ー ベ KK ふ で ミ 

HK トト SS まそ へ 御 ボ So 
うい” 集 史記 陰 を 二 る 忠国 ぐ 
し” NT くく rー 浴 寺 き 坦 理 会 地 
(oa ) 
合志 S| 抽 り ^ 宮 四 己 舞 起 ” 超 夫 ^ 
拒 拠 ^ 記 志 人 柚 條 茹 筐 事 如 届 
OLS? 

B 提 (ちっ や) NH 
ヘー テー トロ ロト AS (| 押 も ^ 
拉 固 己 舞 息 ” 半 環 " 度 交 ” 収 填 お 
32J 般 因 志 年 窪 如 選者 生物 づ つめ 
&° 

字 所 (J いぶ 6 ソン ) 

軍 補 会 っ 旦 さ 寺 @ せ た ?" 

MMII トト 

ぶ 宜 要 ぐ 繋 評 " 
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ホー へい = ベー へ 

外 谷 朋 己 思 邊 栓 る P98 下 杉 還 
を ロロ 加 所 9 トト か べ ベ と 所 所 
つり ポン 拒 A で io? 

て へ 

悦 定 ぐっ)“ 

ハハ ミー ささ 

ご MN A 所 己 説 本 や Ne 税 咽 

紀 持 (つや ペン や) 

宮 共 忌 曜 " 麗 RSG 燃 つつ 
ES 
統 持 補 比 さ 衣 刀 憧 所 上 妙 を まま 比 
の いく た っ 

守 載 ( つ 全 で ) 

河 弄 ぐ 王 つが Sh 提 で へ 守 一 
NP 2 


し 


坦 潤 ( つ さ と くっ) 
折立 間 福 sCA0 395 押立 珠 福 レ 
る や 喜 流 ゆめ 握 無 る RR 
会 容 *e° 
へ へ ミホ ユー 
や ES か RR 
拓 世 " 
K ふ へ hTHAN ヽ ヘー て 
K ト へ ふき ( 憎 七 つ ) 8 
青 還 ん 凛 固 SHA へ ヘー ユーー 視 
記 惨 つづ つ 殺 り リ ^ 肘 状 弥 細 ン 所 
選 直 を こさ へ 玉 宙 区 パ め 日 補 
全局 シベ と 所 る ト 生 で へ 
ヘー テテ KK ベト さき ささ ーー 
ーー る り 生 る 羽 守 の 60467 
や // い ローK て そく K 必 で ミ 
HK 中 つ ト で ぐ 倫 年 で へ 幅 表 で 
DN" 缶 競 際 ビ 思 や 会 ” 氏 届 巡 
け 抱 舌 全 競り RA0 0 
a% 記 半 Q ン で る 尽 つ り ^ 朗 緒 箇 釣 
ES ルル ッ ル く 9 
窒 玉 (や で せ ゼン ) 小 て と 
崇 詩 し 如 べし ろか マン? 沢 全 
交 ン し 涼 惨 や KG 会 晶 器 "ルー 
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= | へい 
set 
迷 赴 は 4 や し 配 % 人 人選” 震 
a ー ベ ^ トト ロー トト 穫 壇 
MR 会 は 較 軒 9) 0° 
菩 世 (Ny い Ww) 
0 を CGC た It て も 、 和 


ぶ 


HN (wt っ) 

堪 下 を 嘱 抱 人 ぐ Sh 本 豆 的 定 る 丸 
RY 個 早 避 ー58 8 本 扱 ぐ めぐ 
EH 鈴鹿 
に もり SN コロ 
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